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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理

事
長
の
重
家
俊
範
で
す
。

　

９
月
の
臨
時
理
事
会
で
、
理
事
長
を
仰

せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
、
同
月
24
日
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
佐
藤
前
理
事
長
に
は

長
き
に
亘
り
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
を
積
極
的

に
主
導
し
て
頂
き
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
日
本
と
諸
外
国
の
相
互
理
解
と
国
際

開
発
協
力
の
推
進
の
た
め
に
１
９
７
５
年

に
発
足
、
そ
の
後
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

２
０
１
３
年
４
月
一
般
財
団
法
人
国
際
協

力
推
進
協
会
に
移
行
、
活
動
し
て
き
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
太
平
洋
島
嶼
国

地
域
、
カ
リ
ブ
地
域
に
お
け
る
国
際
開
発

協
力
の
支
援
事
業
、
②
外
務
省
幹
部
な
ど

に
よ
る
国
際
情
勢
講
演
会
、
③
国
際
協
力

懇
話
会
（
と
く
に
地
方
と
の
連
携
）、④
「
上

智
大
学
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ザ
ビ
エ
ル
高
校
留
学

生
奨
学
金
」
な
ど
留
学
生
の
支
援
、
⑤
国

際
協
力
に
関
心
あ
る
若
い
世
代
の
育
成
の

活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
日
本
や
相
手
国
の
将
来
を
担
う
若

い
世
代
の
人
々
の
相
互
理
解
や
協
力
の
推

進
は
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
で
は
、
同
町
役
場
の

協
力
を
得
て
同
町
に
あ
る
県
立
隠
岐
島
前

高
校
の
皆
さ
ん
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
寄
付
講
座
「
夢

ゼ
ミ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
町
の
皆

様
と
御
一
緒
に
活
動
す
る
機
会
を
得
て
い

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

先
日
大
江
和
彦
町
長
と
お
話
し
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
島
の
発
展
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
銘
し
ま

し
た
。
本
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
代
表
団

や
パ
ニ
ュ
エ
ロ
大
統
領
を
お
迎
え
さ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
に

中
止
に
な
っ
た
の
は
大
変
残
念
で
し
た
。

　

私
は
嘗
て
外
務
省
の
大
洋
州
課
に
勤
務
、

南
太
平
洋
の
島
嶼
国
に
関
す
る
仕
事
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
太
平
洋
や

カ
リ
ブ
海
の
国
々
と
の
関
係
強
化
に
携
わ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

目
下
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
活
動
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地

域
か
ら
の
留
学
生
支
援
や
国
際
情
勢
講
演

会
な
ど
は
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
本
年

９
月
に
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
１

名
が
上
智
大
学
大
学
院
を
卒
業
、
も
う
１

名
が
３
月
に
卒
業
予
定
、
更
に
９
月
に
新

た
に
２
名
が
同
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

ま
た
９
月
に
は
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
１
名
が

上
智
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
過
去
約
２

年
、
特
に
留
学
生
や
若
手
リ
ー
ダ
ー
、
報

一般財団法人

国際協力推進協会 会報 No.013 2021 年 7 月・2022 年 1 月

道
関
係
者
の
招
聘
活
動
等
は
、
海
外
と
の

往
来
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
残
念
な
が

ら
全
面
的
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
留

学
生
は
海
外
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業

を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
留
学
を
終
え
た
学
生
が
本
国
へ

帰
国
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た

事
例
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

他
方
で
今
回
コ
ロ
ナ
禍
は
、
こ
れ
迄
世

界
で
ど
れ
だ
け
濃
密
な
国
際
往
来
が
進
行

し
て
い
た
の
か
を
再
認
識
す
る
機
会
に
も

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
11
月
に
は
新
た
に

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
南
ア
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
が
、
早
期
に
コ
ロ
ナ
禍
を
制
御

し
フ
ル
に
活
動
が
で
き
る
時
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
１
年
12
月

一
般
財
団
法
人 

国
際
協
力
推
進
協
会（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
） 

理
事
長 

重
家 

俊
範

合併号

APIC の主な動き　［ 2021 年 1 月～ 12 月 ］
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ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州

貯
水
池
・
給
配
水
設
備
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州

サ
ン
ゴ
礁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

太
平
洋
事
業

太平洋事業

完成記念式典にて、ダムの前で祈りの儀式を行う村人たち購入した備品ダイビング研修中の様子

上：修復前のダム
下：改修されたダム

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護

基
金
（M

icronesia Conservation Trust

：

Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
か
ら
協
力
要
請
を
受
け
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
南
西
部
に
あ
る
キ

チ
地
区
ウ
ォ
ン
村
の
貯
水
池
・
給
配
水
設
備

改
修
の
た
め
の
支
援
と
し
て
、
２
万
ド
ル
の

寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ン
村
に
は
千
人
以
上
が
暮
ら
し
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
が
農
家
と
漁
師
で
す
。
ポ

ン
ペ
イ
州
の
中
で
最
も
大
き
な
村
の
一
つ
で

す
が
、
ダ
ム
や
集
水
、
配
管
設
備
が
脆
弱
に

造
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
い
間
、
安
心

し
て
飲
め
る
水
の
確
保
が
で
き
ず
苦
し
ん
で

き
ま
し
た
。
現
在
ポ
ン
ペ
イ
で
発
生
し
て
い

る
干
ば
つ
に
よ
り
、
こ
の
問
題
は
さ
ら
に
深

刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ン
村
に
は
二
つ

の
給
水
系
統
が
あ
り
ま
す
が
、
土
砂
く
ず
れ

が
起
き
や
す
い
場
所
に
建
設
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ど
ち
ら
も
正
常
に
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。

実
際
に
、
数
年
前
に
起
き
た
土
砂
く
ず
れ
に

よ
り
、
ダ
ム
は
部
分
的
に
土
砂
に
う
ず
も
れ

て
い
ま
す
。

　

国
際
移
住
機
関
（In

tern
a

tio
n

a
l 

O
rganization for M

igration

：
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）

は
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
の
設
備
を
修
復
す
る

こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
ウ
ォ
ン
村

の
人
口
の
半
分
に
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
こ
で
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
も
う
半
分

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
２
０
２
０
年
４
月
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基
金
（M

icronesia 

Conservation Trust

：
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
チ
ュ
ー
ク
州
保
全
協
会

（Chuuk Conservation Society

：
Ｃ
Ｃ

Ｓ
）に
環
境
保
護
の
た
め
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
キ
ッ

ト
等
の
購
入
や
研
修
の
た
め
の
費
用
と
し
て

１
万
ド
ル
を
送
金
し
ま
し
た
。

　

今
回
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
送
付
し
た
支
援
金
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
学
習
交
流
会
、
研
修
等

の
開
催
や
、
サ
ン
ゴ
礁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実

施
の
た
め
の
船
の
燃
料
、
会
場
費
、
飲
食
費

の
村
人
た
ち
に
も
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
、

も
う
一
か
所
の
設
備
の
修
復
を
支
援
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
支
援
に
よ
り
、

飲
料
水
を
介
し
て
よ
く
感
染
症
に
か
か
っ
て

し
ま
う
ウ
ォ
ン
村
の
人
々
の
健
康
向
上
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
５
月
29
日
に
は
ダ
ム
の
完
成

を
記
念
す
る
式
典
が
開
催
さ
れ
、
村
人
た
ち

が
集
う
中
、
祈
り
の
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
今
後
も
引
き
続
き
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ

と
協
力
し
な
が
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
環

境
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

た
、
チ
ュ
ー
ク
州
を
先
導
す
る
保
全
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
、
海
洋
お
よ
び
陸
地
の
遺
産
を
保
護
し
持

続
的
に
管
理
す
る
た
め
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
サ
ン
ゴ
礁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
①
チ
ュ
ー
ク
州
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
サ
ン
ゴ
礁
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る

こ
と
、
②
海
洋
保
護
区
の
管
理
組
織
間
の
協

力
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
、
③
実
際
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
保
全
関

係
者
と
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
の
向
上
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
連
絡
を
取
り
つ
つ
、そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー

が
資
源
保
護
や
生
態
系
管
理
に
お
い
て
自

身
に
ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
主

な
目
標
で
す
。
今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
支

援
に
よ
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
資
源
保
護
方
針
や
そ

の
実
践
に
関
す
る
定
例
会
議
の
機
会
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

の
ほ
か
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
用
品
の

購
入
な
ど
と
し

て
、
継
続
的
に

活
用
し
て
い
る

と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
は

２
０
０
５
年
に

認
可
を
受
け

チューク州のサンゴ礁
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ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
で
の

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
支
援

Ｕ
Ｗ
Ｉ
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校 

言
語
学
習
セ
ン

タ
ー
受
講
生
が
上
智
大
学January Session

※
に
参
加

※
オ
ン
ラ
イ
ン
版

　

２
０
２
１
年
１
月
８
日
～
１
月
29
日
の

間
、
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
セ

ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
の
言
語
学

習
セ
ン
タ
ー
（Centre for Language 

Learning

）
日
本
語
講
座
受
講
生
が
、
上

智
大
学
のJanuary Session

に
参
加
し

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
２
０
１
６
年
よ
り
毎
年

１
月
に
「
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
学
生
招
待
計

画
」
と
し
て
、
太
平
洋
お
よ
び
カ
リ
ブ
島
嶼

国
の
大
学
生
を
日
本
へ
招
待
し
て
い
ま
す
。

招
待
学
生
は
約
一
カ
月
間
日
本
に
滞
在
し
、

上
智
大
学
が
主
催
す
る
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

January Session in Japanese Studies

（
以

下
、January Session

）
に
参
加
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
６
回
目
を
迎
え
る
２
０
２
１

年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
学
生
の
来

日
は
か
な
わ
ず
、January Session

も
全

面
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
２
０
２
１
年
度
は
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・

ト
バ
ゴ
に
あ
る
Ｕ
Ｗ
Ｉ
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ

　

２
０
２
１
年
10
月
19
日
、
在
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
日
本
国
大
使
館
お
よ
び
Ｕ
Ｗ
Ｉ
セ

ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
の
言
語
学
習
セ
ン

タ
ー
（Center for Language Learning

）

の
共
催
で
、
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
今
回
の
コ
ン

テ
ス
ト
開
催
に
際
し
、
協
賛
と
い
う
形
で
支
援

し
ま
し
た
。
本
年
度
も
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
学
生
は

堂
々
と
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露
し
、
大
変
活
気

の
あ
る
コ
ン
テ
ス
ト
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
はElem

entary Level（
初
級
）、

Interm
ediate Level

（
中
級
も
し
く
は
日
本

在
住
経
験
あ
り
の
学
生
）
に
分
か
れ
て
実
施
さ

れ
、
初
級
ク
ラ
ス
に
は
７
名
、
中
級
ク
ラ
ス
に

は
２
名
、
計
９
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
コ

ン
テ
ス
ト
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
３
分
か
ら
５
分

の
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
、
発
音
、
文
法
、
表
現

等
の
言
語
学
的
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
発
表
中

の
表
情
や
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
ま
で
も
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
実
際
の
会
場
で
の
開
催
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
ラ
イ

ブ
配
信
に
は
約
１
０
０
名
の
閲
覧
が
あ
り
、
現

地
で
の
日
本
語
に
対
す
る
関
心
が
高
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
日
本
語
を
学
ぶ
学
生

に
と
っ
て
貴
重
な
発
表
の
場
と
な
っ
た
よ
う
で

ス
テ
ィ
ン
校
の
言
語
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

日
本
語
を
学
ぶ
現
地
の
学
生
を
対
象
と
し
、

January Session

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

参
加
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
済
、

メ
デ
ィ
ア
、
現
代
文
化
や
社
会
等
を
テ
ー

マ
と
し
た
４
つ
の
科
目
の
中
か
ら
各
学
生

１
つ
を
選
択
し
受
講
し
ま
し
た
。
今
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
際
し
て
は
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
施
」、「
授
業
は
日
本
時
間

で
の
ラ
イ
ブ
配
信
」、「
13
時
間
も
の
時
差
」

と
い
う
課
題
が
あ
り
、
現
地
学
生
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
果
と
し
て
は
９
名
の
学
生
が

参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
全
員
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
無
事
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
駐
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・

ト
バ
ゴ
日
本
国
大
使
館
主
催
の
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
受
賞
歴
が
あ
る

学
生
も
お
り
、
現
地
で
の
日
本
語
教
育
に

対
す
る
関
心
、
そ
し
て
そ
の
関
心
を
満
た

す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
需
要
が
高
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

西インド諸島大学
University of the West Indies (UWI)

西インド諸島の 17 の国と地域で英語によ
る高等教育を行う大学。4 つのキャンパ
ス（ジャマイカのモナ校、トリニダード・
トバゴのセント・オーガスティン校、バ
ルバドスのケイブヒル校、アンティグア・
バーブーダのファイブアイランズ校）の
他、通信制のオープンキャンパスが各地に
あり、英語を公用語とするカリブ諸国に
おける最古にして最大の高等教育機関と
して、様々な分野に人材を輩出している。

カ
リ
ブ
事
業

カリブ事業

す
。
中
で
も
、
今
回
中
級
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た

ア
デ
ィ
オ
ラ
・
チ
ェ
イ
ス
（Adiola Chase

）

さ
ん
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
実
施
し
た
「
太
平
洋
・
カ

リ
ブ
学
生
招
待
計
画
」
の
招
待
学
生
と
し
て

２
０
１
８
年
に
来
日
し
て
お
り
、
帰
国
後
も

日
本
語
の
学
習
を
継
続
し
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
。
そ
の
努
力
も
あ
り
、
今
回
優
勝
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
学
生
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
外
国

語
青
年
招
致
事
業
）
の
英
語
教
員
と
し
て
内
定

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
再
び
来
日

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
は
日
本
の
学
校
に

て
英
語
教
育
に
携
わ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
た

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
の
事
業
に
参
加
し
た
学
生
が
継
続
的
に
日
本

語
を
勉
強
し
、
そ
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と

進
ん
で
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
事
務
局

と
し
て
も
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

平山 駐トリニダード・
トバゴ日本国大使と大
使 夫 人（ 左 上 ）、 中 級
ク ラ ス で 優 勝 し た ア
ディオラ・チェイスさ
ん（ 右 上 ）、 初 級 ク ラ
スで優勝したタミカ・
メイソンさん（下）

スピーチコンテストの
参加者たち

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

講義自体はそこまで大変なものではありませんでしたが、自分
の大学の授業との両立が少し難しかったです。

印象的だったのは「日本人の心理学」についての講義です。日
本の多様な文化について様々な側面から見て学ぶことができま
したし、自分自身に対する理解も深められたと思います。

講義で使われたビデオが印象的でした。視覚学習に役立つうえ
に、面白く工夫されていました。

最も大変だったのは、最終試験がこちらの時間で午前 2時 30
分から 4時頃まであったことです。

主な目標は、日本の文化と社会についてより理解を深めるとい
うことでした。私の国の文化と比較して、どこが似ていてどこ
が似ていないのか、そしてどのように異なる伝統があるのかを
学びたいと思いました。

上記の目標は達成できたと思います。日本ついて大いに学び、
あらゆる面において楽しみながら講義を受けることができまし
た。知って驚くことがたくさんありました。

日本の国や文化に対する興味関心をさらに深めることができま
した。日本を実際に訪問できる日が来るまで、日本語や日本に
対する勉強を続けていきたいと思います。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

全体としてそこまで多いという印象はありませんでした。期中にプレ
ゼンテーション、期末にエッセイがありました。

特に印象に残っているのは 1990 年代の日本のバブル景気についての
講義です。バブルが起きる現象や、バブル期中の社会情勢はとても興
味深く感じました。

最もよかったと思うことは、日本の文化やビジネスだけでなく、クラ
スメイトたちからもそれぞれの国について学べたことです。バングラ
ディシュ、インドネシア、中国、韓国、メキシコからの学生がいて、
それらの国について少しだけではありましたが、非常に楽しく学ぶこ
とができました。

このプログラムはとても充実していたと思います。唯一大変だったの
は、通信回線等の技術的な部分で問題があったときでした。

私の目標は日本のビジネスについて学び、日本の文化と言語について
理解を深めることでした。また、この講義を受講した理由は直観的に
面白そうだと感じたことと、日々の学生生活における良い変化になれ
ばと思ったからです。

目標は達成することができました。日本のビジネスと経済について非
常に楽しみながら学ぶことができ、日本の文化と言語に対する理解も
深めることができました。

この講座に参加したことにより、日本語を勉強することの重要性を理
解でき、モチベーションがさらに高まりました。また、オンラインと
いえども、世界中から集まったクラスメイトとともに勉強することに
より、自分の視野を広げることができたと思います。

① 宿題や課題の分量について教えてください。
② 印象に残っている授業やトピックについて教えてください。
③ プログラム全体を通して最も印象に残っていることについて
　 教えてください。
④ プログラム期間中、大変だったことについて教えてください。

⑤ このプログラムに参加するにあたり、達成したかった目標は
　 ありましたか？
⑥ その目標を達成することはできましたか？
⑦ このプログラムはこれからの勉強や学生生活にどのような影
　 響があると思いますか？

参加した学生のうち 2名からのコメントをご紹介します（APIC 翻訳）

チェルシー・ロックフォード
Chelsie Rochford

UWI での専攻：情報工学・数学 
選択した科目：現代日本の文化と社会

スティーブン・ジョジー
Stephen Jogie

UWI での専攻：電気・コンピュータ工学
選択した科目：日本のビジネスと経済
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に
来
日
し
た
と
き
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す

し
、
大
学
な
ど
、
何
も
か
も
が
違
う
と
感
じ
ま

し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
予
想
で
き
る
こ
と
で
、
良

い
意
味
で
の
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
し
、
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
他
に
も
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
日
本
人
だ
け
で
は
な

く
様
々
な
国
か
ら
の
学
生
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
予
想
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
こ
ま
で
多
様
な
人
々
と
交
流
で
き
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
こ
れ
に
も
非
常
に

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
異
な
る
国
か

ら
の
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
一
緒
に
学
び
、
仲
良

く
な
り
、
様
々
な
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

上
智
大
学
で
の
講
義
の
ほ
か
に
、
日
本
の
様
々

な
場
所
を
巡
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に

行
っ
た
の
は
東
京
周
辺
だ
け
だ
っ
た
も
の
の
、
と

て
も
良
い
機
会
で
し
た
。
色
々
な
場
所
を
訪
れ
、

日
本
料
理
を
食
べ
、
異
文
化
を
体
験
す
る
な
ど
、

全
て
と
て
も
面
白
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
に
帰
国
し
、
Ｕ

Ｗ
Ｉ
で
の
勉
強
を
再
開
し
た
時
は
、
大
学
最
後
の

年
で
し
た
。今
後
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
と
き
に
、

短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
経
験
が
き
っ
か
け

で
、「
日
本
に
戻
り
た
い
」「
日
本
で
も
っ
と
長
い

時
間
を
過
ご
し
た
い
」
と
度
々
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
た
だ
単
に
「
日
本
に

い
た
い
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
勉
強
も
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要

因
に
よ
り
、
私
は
日
本
に
い
な
が
ら
勉
学
を
追
求

で
き
る
方
法
を
探
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
日
本
で
勉
強
す
る
決
断
を
す
る
に
至
っ
た
最

初
の
原
動
力
の
一
つ
で
し
た
。

   

短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

Ｑ
１
．
２
０
１
７
年
に
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
日

し
た
際
は
約
１
カ
月
の
滞
在
で
し
た
が
、
当
時
の

経
験
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
だ
っ
た
か
、

そ
れ
が
勉
学
に
対
す
る
姿
勢
や
将
来
の
目
標
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

正
直
に
言
う
と
、
最
初
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
で
き
る
と
知
っ
た
と
き
、
何
を
期
待
し
た
ら

い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
に
来
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
大
変
興
奮
し
ま
し
た
。
実
際

カ
リ
ブ
公
衆
衛
生
庁
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
の
寄
贈

　

日
・
カ
リ
コ
ム
友
好
協
力
基
金
を
通
じ
て
、

カ
リ
ブ
公
衆
衛
生
庁
（Caribbean Public 

H
ealth Agency

：
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
Ａ
）に
対
し
、

カ
リ
コ
ム
加
盟
国
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
般
、
カ
リ
コ
ム
事
務
局
か
ら
の
要
請
で

過
去
に
日
本
政
府
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
日
・
カ
リ

コ
ム
友
好
協
力
基
金
を
通
じ
て
支
援
し
た
案

件
の
残
余
金
を
活
用
し
、
カ
リ
コ
ム
加
盟
国

の
感
染
症
対
策
の
た
め
の
検
査
キ
ッ
ト
を
購

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
支

援
は
、
総
額
で
30
万
米
ド
ル
相
当
で
７
７
，

８
４
０
回
分
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
を
調
達

す
る
も
の
（
う
ち
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
支
援
は
約

７
２
，
０
９
０
回
分
）
で
、
こ
れ
ら
の
検
査

キ
ッ
ト
は
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
Ａ
が
調
達
し
、
特
に

感
染
が
拡
が
っ
て
い
る
ガ
イ
ア
ナ
、
ス
リ
ナ

ム
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
を
中
心
に
、
加
盟
各
国
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
10
月
５
日
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
キ
ッ
ト
の
贈
与
式
が
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
Ａ
の

本
社
（
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
）
に
て
実

施
さ
れ
、
平
山
達
夫 

駐
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト

バ
ゴ
日
本
国
大
使
か
ら
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
Ｃ

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
Ａ
長
官
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

贈
与
式
で
は
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
長
官
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
か
ら
の
継
続
的
な

支
援
へ
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

感
染
症
と
の
戦
い
を
続
け
る
加
盟
各
国
へ
の

支
援
を
今
後
も
強
化
し
て
い
く
旨
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
平
山
大
使
か
ら
は
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
感
染
対
策
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
Ａ
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
日
本
と
カ
リ
コ
ム
の
長

年
に
わ
た
る
充
実
し
た
関
係
性
に
つ
い
て
言

及
し
、
今
回
の
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
っ
て
カ
リ

コ
ム
加
盟
国
に
お
け
る
検
査
体
制
が
強
化
さ

れ
、
感
染
の
早
期
発
見
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
期
待
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

贈
与
式
の
模
様
と
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
、

カ
リ
コ
ム
諸
国
の
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
と
カ
リ
コ
ム
加
盟
国
の
協
力
関
係
推

進
の
た
め
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
今
後
も
支
援
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

西インド諸島大学（UWI）卒業生

ボビー・スウクー さん

INTERVIEW

日
・
カ
リ
コ
ム
友
好
協
力
基
金
支
援

①平山大使の挨拶
②平山大使（右）よりセント・ジョン長官（中央）
への PCR 検査キットの引き渡し
③寄贈された検査キット

①

②

③

カ
リ
ブ
事
業

　

ボ
ビ
ー
・
ス
ウ
ク
ー
（Bobby Sookhoo

）

さ
ん
は
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
出
身
で
、
西

イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
卒
業
生
で
す
。

２
０
１
７
年
１
月
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
「
太
平
洋
・

カ
リ
ブ
学
生
招
待
計
画
」
※
１
に
て
来
日
し
、
上

智
大
学
主
催
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま

し
た
。
Ｕ
Ｗ
Ｉ
卒
業
後
、
文
部
科
学
省
（
Ｍ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
）
国
費
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
に
合
格
し
、

２
０
１
９
年
４
月
に
筑
波
大
学
大
学
院
に
入
学

し
ま
し
た
。
現
在
、
医
療
科
学
の
修
士
課
程
に

在
籍
し
て
い
ま
す
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
翻
訳
）

※
１
「
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
学
生
招
待
計
画
」
と
は
…

太
平
洋
島
嶼
国
及
び
カ
リ
ブ
諸
国
か
ら
大
学
生
を
日
本
へ

招
待
し
、
約
１
カ
月
の
滞
在
中
、
上
智
大
学
が
主
催
す
る

短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム January Session in Japanese Studies 

に
参
加
す
る
計
画
。
上
智
大
学
で
開
講
さ
れ
る
日
本
の
文

化
、
歴
史
、
社
会
、
経
済
や
日
本
語
に
関
す
る
科
目
を
受

講
す
る
ほ
か
、
日
本
の
学
生
と
の
交
流
や
、
国
際
協
力
、

観
光
、
教
育
関
連
施
設
へ
の
視
察
な
ど
を
行
い
、
日
本
に

つ
い
て
学
際
的
か
つ
実
践
的
に
学
び
を
深
め
る
。
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人
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
は
主
に
日
本
人
と
外
国
人
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
原
因
だ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
ま
だ
完
全
に
は
解
決
さ
れ
て
い
な

く
て
、
私
が
今
直
面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
の
一

つ
で
す
。
日
本
人
に
は
日
本
人
な
り
の
仕
事
の
仕

方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
あ
る
の

は
理
解
で
き
る
一
方
で
、
私
た
ち
が
い
る
の
は
世

界
中
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
大
学
な
の

で
、
教
授
や
職
員
、
留
学
生
た
ち
含
め
て
、
や
り

方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
問
題
を
解
決
す
る
方
法
は
あ
る
は

ず
な
の
で
す
。
現
時
点
で
は
、
私
の
指
導
教
員
は

私
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
て
、
よ
く
話
を

す
る
の
で
す
が
、
学
生
と
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
と
の

間
に
あ
る
問
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
手
助
け
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

手
段
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
問
題
が
あ

る
と
し
た
ら
、
ふ
る
ま
い
や
癖
、
仕
草
な
ど
そ
の

人
の
「
在
り
方
」
で
す
。
私
の
経
験
上
、
私
と
日

本
人
の
「
在
り
方
」
に
は
た
く
さ
ん
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
残
念
な
が
ら
、
そ
し
て
意
図
的

に
、
研
究
や
仕
事
の
環
境
に
お
い
て
問
題
を
起
こ

し
ま
す
。
私
に
対
し
て
問
題
を
感
じ
て
い
る
人
は

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
そ
こ
で
起
き
て

い
る
問
題
を
理
解
し
よ
う
と
し
、
相
手
を
責
め
る

の
で
は
な
く
、可
能
で
あ
れ
ば
状
況
を
分
析
し
て
、

受
け
入
れ
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
も
問
題
を
解
決

す
る
際
に
考
慮
す
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

   

ボ
ビ
ー
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

Ｑ
７
．
将
来
の
夢
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

難
し
い
質
問
で
す
ね
。
私
の
目
標
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
私
の
目
標
は
、
さ
ら
に
高
度
な
教

育
を
追
求
す
る
こ
と
、
そ
し
て
正
式
な
医
学
研
究

者
に
な
り
、
研
究
業
界
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
、
私
は
し
ば
ら
く
の
間
、
ア
ジ
ア
周
辺
で

仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
私
が
今
の
時
点
で
主
に
目
指
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

   

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｑ
８
．
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
学
生
招
待
計
画
は
引
き
続
き

実
施
を
予
定
し
て
い
て
、
そ
れ
を
通
し
て
多
く
の

学
生
が
上
智
大
学
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
※
２
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を

考
え
て
い
る
学
生
や
、
既
に
参
加
済
み
で
、
修
士

号
取
得
の
た
め
、
も
し
く
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
３
に
参
加
し
教
員
と
し
て
再
度
来
日
を
考
え
て

い
る
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

実
は
、
多
く
の
人
か
ら
同
じ
よ
う
な
質
問
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
お
答
え
す
る
の
が
少
し
難

し
い
の
で
す
が
…
…
ま
ず
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
か
ら
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。
私
自
身
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
教
員
と
し
て

の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
級
生
や
知
り
合
い
に

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
人
は
多
く
、

彼
ら
か
ら
聞
い
た
話
で
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
そ
の

話
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
教
員
と
し
て
来
日
す

る
と
、
小
学
校
か
ら
高
校
の
生
徒
に
英
語
を
教
え

る
と
同
時
に
、
た
く
さ
ん
の
日
本
文
化
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
彼
ら
が
教
え
る
こ

と
や
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
で
も
た
く
さ
ん
の
冒
険

を
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い

て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本

に
来
て
そ
の
よ
う
な
経
験
が
し
た
い
人
に
と
っ
て

は
い
い
選
択
肢
だ
と
思
い
ま
す
。

　

修
士
課
程
や
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
私
の

意
見
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
に
来
る
か

に
よ
っ
て
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
同
じ
奨

学
金
で
こ
の
大
学
へ
、
修
士
号
や
そ
れ
よ
り
上
の

学
位
取
得
の
た
め
に
来
て
い
る
学
生
を
知
っ
て

い
ま
す
が
、
彼
ら
の
分
野
は
私
の
と
は
異
な
り
ま

す
。
例
え
ば
言
語
学
習
や
、
廃
棄
物
管
理
、
地

質
学
な
ど
で
す
。
私
の
個
人
的
な
意
見
と
し
て
、

私
と
同
じ
よ
う
な
分
野
、
例
え
ば
医
学
や
自
然
科

学
を
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
生
は
、
学
業
が

最
優
先
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
強
く
勧

め
ま
す
。
例
え
ば
私
の
場
合
、
最
初
に
期
待
し
て

い
た
ほ
ど
多
く
の
日
本
文
化
を
経
験
で
き
て
い

な
い
も
の
の
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
の
で
、
日
本
に
来
て
、

日
本
の
文
化
を
体
験
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

学
生
で
あ
る
限
り
学
業
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と

は
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
研

究
分
野
に
お
け
る
自
分
の
立
ち
位
置
や
、
必
要
な

作
業
量
を
知
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
日
本
文
化
の

探
求
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
割
り
当
て
ら
れ

る
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
人
は
、
自
分
の
研
究
分
野
に
つ
い
て
適
切
に
調

査
を
し
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
と
話
し
、
質
問

を
し
、
大
学
に
つ
い
て
も
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が

あ
る
か
も
調
べ
、
そ
れ
ら
を
元
に
適
切
な
判
断
を

す
る
べ
き
で
す
。

   
筑
波
大
学
大
学
院
生
と
し
て
来
日
す
る
ま
で

Ｑ
２
．
ボ
ビ
ー
さ
ん
は
Ｕ
Ｗ
Ｉ
で
生
物
工
学
と
微

生
物
学
を
学
ん
で
い
て
、
修
士
課
程
へ
進
む
こ
と

を
検
討
し
た
際
に
は
色
々
な
選
択
肢
が
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
様
々
な
可
能
性
の
中
か
ら
、

ま
た
日
本
に
来
て
大
学
院
に
進
学
し
よ
う
と
決
断

し
た
主
な
理
由
は
な
ん
で
す
か
？

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
上
智
大
学
で

の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
私
の
決
断
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

す
る
前
か
ら
、
私
は
長
い
あ
い
だ
日
本
の
こ
と
が

好
き
で
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
の
ア
ニ
メ
文
化
や

音
楽
、
社
会
そ
の
も
の
、
そ
し
て
重
要
な
の
が
学

術
研
究
分
野
で
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
教
育
や

技
術
の
発
展
な
ど
、優
れ
た
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
や
、
ま
た
そ
う
し
た
災

害
を
克
服
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
て
、
と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

私
は
幼
い
こ
ろ
、
武
術
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。具
体
的
に
言
う
と
空
手
を
習
っ
て
い
て
、

こ
れ
は
歴
史
を
辿
る
と
日
本
、
特
に
沖
縄
の
文
化

に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
日
本
へ
の
関

心
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
Ｕ
Ｗ
Ｉ

を
卒
業
し
た
あ
と
の
選
択
肢
に
つ
い
て
探
し
て
い

た
と
き
、
こ
れ
ら
の
要
素
と
、
私
の
一
番
の
目
標

で
あ
る
「
勉
強
す
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
上

智
大
学
で
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
で
勉
強
す
る
方
法
を
探
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
中
で
、
文
部
科
学
省
（
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）

の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
れ
が
日
本
で
勉
強
し
な
が
ら
、
日
本
の
豊
か
な

文
化
を
さ
ら
に
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
て
く
れ

る
と
考
え
た
の
で
す
。

Ｑ
３
．
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
前
か
ら
日

本
に
興
味
が
あ
っ
て
、
色
々
な
こ
と
を
知
っ
て
い

た
の
で
す
ね
。
筑
波
大
学
で
も
空
手
は
続
け
て
い

る
の
で
す
か
？

　

空
手
は
私
が
こ
の
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

際
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
で
し
た
。

来
日
し
て
６
～
８
カ
月
経
っ
た
こ
ろ
、
武
芸
を
習

う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
探
し
て
実
際
に
試
し
て

は
み
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
続
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
研
究
を
優

先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
、
今
は
ク
ラ
ブ
や
施
設
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
昔
の
経
験
は
ま
だ

自
分
の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
か
習
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
忘
れ

な
い
よ
う
に
自
分
で
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
４
．
文
部
科
学
省
の
国
費
外
国
人
留
学
生
と
し

て
採
用
さ
れ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
ま

し
た
か
？
申
請
の
た
め
の
準
備
を
全
て
終
え
る
ま

で
に
は
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
か
？

　

大
学
最
後
の
年
に
奨
学
金
の
申
請
を
検
討
は
し

て
い
た
も
の
の
、
申
請
に
必
要
な
準
備
の
す
べ
て

に
つ
い
て
詳
し
く
は
調
べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
す
が
Ｇ
Ｐ
Ａ
な
ど
、
必
要
な
成
績
の
基
準
に
つ

い
て
は
調
べ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
調
べ
た

あ
と
、
そ
の
基
準
に
達
す
る
よ
う
に
勉
強
に
集
中

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、卒
業
が
近
付
い
て
き
た
頃
、

つ
い
に
奨
学
金
に
申
請
す
る
こ
と
を
決
断
し
、
そ

の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
調
べ
ま
し
た
。
申
請

を
通
し
て
、
自
分
が
こ
の
奨
学
金
を
受
給
す
る
の

に
相
応
し
い
か
、
文
部
科
学
省
が
求
め
る
人
物
像

に
沿
っ
て
、
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
確

か
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
必
要
な
書
類
や
そ
の
他

全
て
を
準
備
し
ま
し
た
。
奨
学
金
の
た
め
に
書
類

を
準
備
す
る
の
は
課
題
の
よ
う
に
は
感
じ
て
お
ら

ず
、
む
し
ろ
楽
し
み
で
、
私
の
研
究
へ
の
情
熱
や
、

日
本
に
い
な
が
ら
目
標
を
達
成
し
た
い
と
い
う
思

い
を
表
現
す
る
い
い
機
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自

分
が
や
り
た
い
こ
と
や
、
そ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
る

た
め
に
何
故
こ
こ
に
い
る
必
要
が
あ
る
か
を
示
す

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
が
奨
学

金
の
申
請
を
す
る
に
あ
た
っ
て
重
点
を
置
い
て
い

た
こ
と
で
す
。
面
接
で
も
同
じ
で
、
自
分
の
情
熱

や
、
こ
の
奨
学
金
に
申
請
し
た
い
理
由
な
ど
に
つ

い
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
た
。

Ｑ
５
．
準
備
は
難
し
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
か
？

そ
れ
と
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
か
？

　

結
構
面
白
か
っ
た
で
す
。
文
部
科
学
省
の
奨
学

金
は
、
主
に
二
つ
の
目
的
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
研

究
、
も
う
一
つ
は
日
本
文
化
と
の
融
合
で
す
。
こ

れ
ら
は
不
可
欠
で
す
。
た
だ
日
本
で
研
究
が
し
た

い
と
い
う
だ
け
で
は
い
け
な
い
の
で
す
。
私
が
研

究
計
画
書
を
書
い
て
い
る
と
き
、
色
々
な
大
学
の

教
授
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い

る
の
か
な
ど
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
分
野
に
合
わ
せ

て
書
き
ま
し
た
。
日
本
の
中
で
も
複
数
の
地
域
を

検
討
し
、
環
境
が
研
究
に
適
し
て
い
る
か
、
暑
す

ぎ
な
い
か
、
寒
す
ぎ
な
い
か
な
ど
を
調
べ
、
行
き

た
い
大
学
を
探
し
ま
し
た
。

   

来
日
し
て
か
ら

Ｑ
６
．
予
想
外
の
困
難
や
想
定
し
て
い
た
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
っ
た
こ
と
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
も
し
く
は
今
、
ど
の
よ
う
な
困

難
に
直
面
し
て
い
ま
す
か
？
そ
の
よ
う
な
困
難
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
何
か
試
し
ま
し
た
か
？

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
、
研
究
室
で
は
結
構
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
研
究
室
に
は
外
国
人

留
学
生
が
５
、６
人
い
て
、
日
本
人
学
生
は
１
、２

Ｑ
９
．
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
い
学
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

　

全
員
参
加
す
る
べ
き
で
す
。
私
自
身
も
う
一
度

参
加
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
し
た
い
で
す
。

カ
リ
ブ
事
業

筑波大学にて

※
２　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

２
０
２
０
年
度
及
び
２
０
２
１
年
度
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
に
変
更
と
な
っ
た
。

※
３　

Japan Exchange and Teaching Program
m

e

の
略
称
で
あ
り
、
外
務
省
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、（
一

財
）
自
治
体
国
際
化
協
会
（
ク
レ
ア
）
の
協
力
の
も
と
、

地
方
公
共
団
体
が
、
諸
外
国
の
若
者
を
地
方
公
務
員
等
と

し
て
任
用
し
、
日
本
全
国
の
小
学
校
、
中
学
校
や
高
校
で

外
国
語
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
教
え
た
り
、
地
方
公
共
団
体

で
国
際
交
流
の
た
め
に
働
い
た
り
す
る
機
会
を
提
供
す
る

事
業
。（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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APIC ウェブサイトでは、八田善明 在ハイチ日本国大使（当時）寄稿の連続コラム「ハイチ便り」を配信しております。日本で知られる
ことの少ないハイチ共和国の政治、社会、文化などについての情報を発信し、日・ハイチ関係の増進を目指します。本誌では第 7 回「ハ
イチ便り」の内容を掲載しています（2018 年時点での執筆記事）。その他の「ハイチ便り」については、APIC ウェブサイトをご覧ください。

ハイチ便り

会
的
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
総
論
」

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
よ
り
社
会

面
に
近
い
代
表
的
な
個
別
具
体
的
な
分
野
に

つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
、
社
会
経
済
状
況
に
つ
い
て
厳
し
い

面
か
ら
見
れ
ば
、
①
普
通
に
生
き
て
生
活
を

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
、
極
め
て
基
礎
的

な
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
の
不
足
や
未

整
備
、
②
50
％
を
割
り
込
ん
で
い
る
食
料
自

給
率
、
③
教
育
や
職
業
訓
練
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
及
び
教
員
等
の
絶
対
的
な
不
足
、
④
医

療
や
社
会
保
障
等
の
不
十
分
や
機
能
不
足
、

と
い
っ
た
課
題
な
ど
、
広
範
・
多
岐
に
わ
た

る
課
題
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
ま
す
。

■ 

基
礎
的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス

　

経
済
社
会
分
野
と
い
う
以
前
に
、
そ
も
そ

も
個
体
と
し
て
健
康
に
生
き
て
い
く
上
で
必

要
な
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、

そ
の
整
備
の
必
要
性
が
極
め
て
大
き
い
の
が

実
情
で
す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
と
体
感
的

に
わ
か
り
に
く
い
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
少
し
詳
し
く
記
述
し
て
み
ま
す
。

（
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
現
状
）

　

先
ず
、
健
康
的
に
生
き
て
い
く
上
で
不
可

前
回
は
、
ハ
イ
チ
全
体
と
し
て
の

国
家
財
政
や
産
業
等
、
経
済
社

ハイチ

寄稿：在ハイチ日本国大使（当時）　八田　善明

ハイチの経済社会情勢　- その 1-2（現状と課題：「各論」）-

～基本的な社会サービスの現状と課題について～

第 7 回「ハイチ便り」第 7 回「ハイチ便り」

欠
な
要
素
の
筆
頭
と
し
て「
水
」と「
衛
生（
設

備
）」
が
あ
り
ま
す
が
、
ハ
イ
チ
で
は
、
人
口

が
２
０
０
万
人
を
超
え
る
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン

ス
首
都
圏
に
お
い
て
「
上
下
水
道
」
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

先
ず
、
上
水
道
が
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
や
っ

て
飲
料
水
を
確
保
し
煮
炊
き
を
す
る
の
か
、

風
呂
や
手
洗
い
等
は
？
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
上
水
道
が
無

い
な
り
に
飲
用
レ
ベ
ル
の
処
理
水
の
供
給
シ

ス
テ
ム
自
体
は
そ
れ
な
り
に
存
在
し
て
お
り
、

市
内
の
浄
水
処
理
場
か
ら
給
水
車
に
給
水
の

上
で
、
こ
れ
が
市
内
を
縦
横
に
走
っ
て
各
戸

の
（
多
く
は
地
下
の
）
貯
水
槽
に
供
給
し
て

い
ま
す
。

　

当
地
で
は
、
一
見
立
派
そ
う
に
見
え
る
高
級

ホ
テ
ル
で
も
原
理
は
同
じ
で
す
し
、
我
が
家

で
も
こ
う
し
て
月
毎
に
給
水
車
買
い
し
た
水

を
自
宅
の
貯
水
槽
に
入
れ
、
毎
日
屋
根
の
上

に
あ
る
給
水
塔
（
給
水
タ
ン
ク
）
に
電
動
ポ

ン
プ
で
揚
水
し
、
そ
の
重
力
落
下
圧
で
洗
面

所
や
台
所
へ
の
給
水
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
部
で
は
、
生
活
用
水
と
し
て
屋
根
か
ら

雨
樋
等
を
と
お
し
て
雨
水
を
蓄
積
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
家
屋
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
応

用
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
飲
用
の
水
と
し
て
５
ガ
ロ
ン

（
約
19
リ
ッ
ト
ル
）
ボ
ト
ル
や
そ
の
他
の
サ
イ

ズ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
で
も
販
売
さ
れ
て
お

街中で販売されている屋根に乗せる給水塔（タンク）

上：浄水所で給水中の給水車たち
下：街中で販売されている飲料水パック

屋根の上の給水塔（タンク）

（
電
力
供
給
）

　

ハ
イ
チ
で
は
、
首
都
圏
に
お
い
て
も
未
だ
24

時
間
の
通
電
は
ほ
と
ん
ど
達
成
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
発
電
供
給
量
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
あ

る
程
度
分
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
ほ
ぼ
計
画
配
電
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、一
日
の
何
割
か
は
通
電
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
時
間
は
電
力
が
供
給
さ
れ
な
い
状

態
と
な
り
ま
す
。
一
定
の
裕
福
な
家
庭
で
あ
れ

ば
、
必
要
に
応
じ
て
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
や
蓄
電

池
と
イ
ン
バ
ー
タ
ー
で
蓄
電
・
給
電
す
る
か
、

自
家
発
電
機
を
回
す
等
し
て
対
応
し
ま
す
が
、

そ
う
で
は
な
い
場
合
に
は
、
燃
料
か
電
池
式
の

ラ
ン
プ
等
で
明
か
り
を
確
保
す
る
暮
ら
し
に
な

り
ま
す
。

　

電
力
は
、
生
活
上
特
に
照
明
と
の
関
係
で
夜

間
の
有
効
活
用
の
面
で
大
き
く
ハ
ン
デ
ィ
に
な

る
ほ
か
、
日
々
断
続
的
な
電
源
事
情
と
な
る
こ

と
か
ら
、
食
料
を
保
存
す
る
た
め
の
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
等
の
利
用
も
ま
ま
な
ら
ず
、
そ
の
他
電

機
機
器
も
使
用
が
か
な
り
限
ら
れ
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
が
つ
く
か
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
電
力
は
商
店
、
宿
泊
施
設
、
飲
食

店
は
も
と
よ
り
会
社
、
工
場
等
の
経
済
・
産

業
面
で
も
、
さ
ら
に
は
公
共
施
設
、
学
校
や

病
院
に
お
い
て
も
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た

ハ
イ
チ
の
経
済
を
牽
引
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
産
業
面
、
投
資
面
に
お
い
て
同
ハ

ン
デ
ィ
は
極
め
て
大
き
く
、
そ
の
た
め
、
前

回
触
れ
た
よ
う
に
、
大
型
の
事
業
を
行
う
企

業
や
海
外
か
ら
の
投
資
等
を
想
定
し
て
、
水

や
電
力
に
困
ら
ず
に
事
業
に
集
中
し
て
打
ち

込
め
る
産
業
団
地
・
工
業
団
地
の
設
置
も
幾

つ
か
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
モ
イ
ー
ズ
大

統
領
※
は
、
就
任
早
々
に
ハ
イ
チ
全
土
に
お
い

て
24
時
間
の
電
力
供
給
を
２
年
以
内
に
達
成

す
る
と
宣
言
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
ハ
イ
チ
に
お
け
る
電
力
供
給
等
の

問
題
は
、
発
電
・
送
電
・
配
電
網
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を

管
理
運
営
す
る
体
制
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
予
算

と
体
制
そ
し
て
利
用
者
の
料
金
徴
収
シ
ス
テ

ム
の
普
及
と
管
理
と
い
っ
た
要
素
も
入
っ
て

く
る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
・
整
備
と
同
時

に
こ
う
し
た
枠
組
み
と
住
民
の
参
加
と
い
っ

た
三
位
一
体
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
戦
略
的
に

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
廃
棄
物
処
理
）

　

ハ
イ
チ
に
お
け
る
ゴ
ミ
（
廃
棄
物
）
処
理

の
問
題
は
か
な
り
深
刻
で
す
。
一
部
の
者
以

外
は
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
・
処
理
す
る
と
い
っ

た
観
念
が
根
付
い
て
お
ら
ず
、
捨
て
ら
れ
る

と
こ
ろ
に
捨
て
る
（
公
道
・
川
・
谷
底
ど
こ

で
も
）
の
が
普
通
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
カ

リ
ブ
の
美
し
い
島
の
街
は
ゴ
ミ
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
水
が
流
れ
る
は
ず
の
側
溝
は
ゴ
ミ
で

延
し
、
多
く
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
恐
怖
心
か
ら
衛
生
的
な
水
を

飲
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
飲
料
水

を
「
購
入
す
る
」
と
い
う
習
慣
が
普
及
し
た

面
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
方
農
村
部
等
と
も
な
れ
ば
、
村
に
一
つ
の
給

水
栓
す
ら
も
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
飲

料
水
を
近
く
で
買
え
な
い
場
合
な
ど
も
多
々

あ
り
、
不
衛
生
な
水
を
飲
用
す
る
こ
と
も
避

け
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
雨
水
等
の
雑
排
水
、
そ
し
て
手
洗

い
等
の
汚
水
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
下
水
シ

ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど

の
汚
水
は
、
処
理
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
あ
る
ほ
か
、
手
当
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て

も
浸
透
升
方
式
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
度
集
中
豪
雨
と
も
な

れ
ば
、
不
十
分
な
側
溝
は
機
能
せ
ず
、
適
正

に
整
備
さ
れ
た
浸
透
升
で
も
な
け
れ
ば
、
表

層
を
流
れ
る
雨
水
と
共
に
溢
れ
流
れ
落
ち
て

い
く
こ
と
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
混
濁

し
海
と
そ
の
近
辺
の
低
地
の
住
居
地
区
等
に

流
れ
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
水
を
め
ぐ
る
現
状
は
、
ハ
イ

チ
に
留
ま
ら
な
い
途
上
国
に
お
け
る
同
様
の

問
題
を
内
包
し
て
お
り
、
特
に
地
方
村
落
部

に
お
い
て
は
子
供
達
が
遠
く
ま
で
水
を
汲
み

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
水
汲
み
は
、

多
く
の
場
合
子
供
達
が
学
校
に
行
く
こ
と
を

阻
害
し
、
女
子
の
場
合
に
は
遠
路
を
車
に
乗

せ
て
や
る
か
ら
と
い
っ
て
対
価
を
求
め
ら
れ

る
等
の
残
念
な
社
会
問
題
と
も
直
結
す
る
こ

と
に
な
り
、
水
問
題
の
内
包
す
る
課
題
は
引

き
続
き
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

り
、
さ
ら
に
は
ビ
ニ
ー
ル
パ
ッ
ク
の
個
別
包
装

の
飲
料
水
も
出
回
っ
て
お
り
、
比
較
的
都
市
圏

等
に
お
い
て
は
供
給
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
一
つ
に
は
、
一
時
期
コ
レ
ラ
が
蔓

※ APIC 注：モイーズ大統領は 2021 年 7 月に発生した暗殺事件により死去。
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ハイチ便り

埋
ま
り
、
水
は
流
れ
ま
せ
ん
。
雨
水
が
流
れ

る
予
定
の
水
な
し
川
も
ゴ
ミ
捨
て
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
だ
で
さ
え
あ
る
ゴ
ミ

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
弁

当
箱
が
さ
ら
に
状
況
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
パ
ッ
ク
の
量

は
お
び
た
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
昨
今
海
洋

汚
染
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
意
味

に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
環
境
汚
染
の
問
題

に
直
結
し
て
い
ま
す
。
公
的
な
回
収
シ
ス
テ

ム
も
細
々
と
あ
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
回
収
を
実
施

す
る
私
企
業
も
あ
り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
処
理
場

の
整
備
自
体
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、

全
体
と
し
て
な
か
な
か
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
現
状
で
は
、
収
集
し
た
も
の
は
い
い
で

す
が
、
出
て
し
ま
っ
た
ゴ
ミ
が
あ
る
以
上
背

に
腹
は
代
え
ら
れ
な
い
た
め
、
適
宜
溜
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
街
角
や
歩
道
上
ど
こ
で
も
単
純

に
火
を
付
け
て
燃
や
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
で
す
。
な
お
、
当
然
分
別
は
し
て
い
な
い

の
で
、
家
に
い
な
が
ら
に
漂
っ
て
く
る
煙
の

せ
い
で
喉
を
や
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ハ
イ
チ
が
目
指
す
観
光

業
の
推
進
の
た
め
に
も
、
そ
の
他
の
投
資
呼

び
込
み
の
た
め
に
も
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
は

早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

■ 

食
料
自
給

　

ハ
イ
チ
で
は
、
国
土
の
多
く
が
丘
陵
地
帯

で
す
が
、
平
野
部
で
は
米
、
ソ
ル
ゴ
（
モ
ロ

コ
シ
）、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
バ
ナ
ナ
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
等
が
栽
培
さ
れ
、
山
岳
部
に
お
い
て
も

コ
ー
ヒ
ー
や
バ
ナ
ナ
園
が
あ
る
ほ
か
、
た
な

畑
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
比
較
的
高
度
が
高
い

と
こ
ろ
で
は
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
業
・
養
鶏
等
も
一
定
程
度
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、
効
率
の
悪
い
小
作

農
で
あ
る
等
近
代
化
の
余
地
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
自
然
災
害
の
襲
来
に
脆
弱
で
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
食
料
自
給
率
は
50
％
を
切
っ
て
い

ま
す
。

　

商
品
作
物
は
、
伝
統
的
に
コ
ー
ヒ
ー
が
あ

り
ま
し
た
が
、
過
去
に
病
害
が
あ
っ
て
大
幅

に
収
量
が
減
少
し
、
ま
た
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
の

打
撃
を
受
け
る
等
、
恵
ま
れ
な
い
環
境
の
下

頑
張
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
大
変
品
質
は

良
い
の
で
カ
カ
オ
と
共
に
輸
出
向
け
の
作
物

と
し
て
引
き
続
き
有
望
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
安
定
的
な
収
量
と
品
質
管
理
な
ど

を
確
保
す
る
上
で
も
さ
ら
に
投
資
を
す
る
余

地
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

バ
ナ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た
果
物
は
昨
今
の

世
界
的
な
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ブ
ー
ム
に
乗
っ

て
、
大
型
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
も

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸
出
向
け
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
・
バ
ナ
ナ
は
現
モ
イ
ー
ズ
大
統
領
の
得
意

分
野
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
マ
ン
ゴ
ー
が
米

国
等
へ
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ハ
イ
チ
の
食
料
・
農
業
政
策
は
、
大
き
く
、

先
ず
国
内
に
お
け
る
自
給
率
を
上
げ
、
国
際

市
場
で
外
貨
に
よ
り
調
達
す
る
量
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
、
そ
し
て
商
品
作
物
を
国
際
市
場

向
け
に
販
売
し
、
国
を
豊
か
に
し
て
い
く
と

の
二
面
か
ら
な
り
ま
す
。
販
売
先
は
、
隣
国

で
あ
る
米
国
が
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有

し
て
い
る
ほ
か
、
カ
リ
コ
ム
諸
国
に
お
い
て

も
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
か
ら
市
場
と
し
て
有

望
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

教
育

　

次
の
世
代
の
ハ
イ
チ
を
形
作
る
原
動
力
で

あ
る
は
ず
の
教
育
に
つ
い
て
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ず
初
等
教
育
の
レ
ベ

ル
で
も
絶
対
的
に
学
校
（
校
舎
）
や
先
生
の

数
が
足
り
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
幸

い
、
親
の
子
供
に
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

い
う
熱
意
は
都
市
部
・
地
方
村
落
に
関
係
な

く
存
在
す
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
就
学

率
自
体
は
、
都
市
部
で
は
そ
れ
な
り
に
改
善

し
て
き
て
お
り
、
８
割
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
村
落
部

に
お
い
て
は
先
の
水
く
み
等
の
労
働
力
に
か

り
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
、
イ
ン
フ
ラ
自
体
の

供
給
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
お
よ

そ
50
％
を
切
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
必
ず
し
も
給
食
等
の
提
供
が
確
保
で

き
な
い
た
め
、
昼
で
学
校
が
終
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
、
学
校
の
利
用
率
に
つ
い
て

も
制
約
が
あ
り
ま
す
。
狭
い
劣
悪
な
環
境
で

あ
っ
て
も
場
所
を
共
有
し
た
り
入
れ
替
え
制

を
と
っ
た
り
し
な
が
ら
自
助
努
力
を
続
け
て

お
り
、
公
立
学
校
の
供
給
割
合
は
低
く
留
ま

り
、
あ
っ
て
も
教
師
が
十
分
で
な
い
場
合
等

の
逆
境
に
も
関
わ
ら
ず
、
教
育
に
熱
心
な
村

や
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
は
父
母
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
資

金
を
出
し
合
っ
て
、
教
会
等
の
敷
地
を
借
り

た
り
す
る
等
し
て
、
私
立
の
学
校
を
運
営
す

る
例
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

教
育
を
受
け
る
側
に
と
っ
て
も
何
か
と
資
金

が
か
か
る
の
が
教
育
で
す
。
学
校
に
行
く
誇

り
に
も
直
結
す
る
た
め
か
、
幹
線
道
路
か
ら

１
時
間
以
上
も
奥
に
あ
る
よ
う
な
地
方
村
落

に
入
っ
て
も
学
童
ら
の
制
服
が
整
っ
て
お
り
、

女
子
は
可
愛
い
リ
ボ
ン
を
着
け
た
り
も
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
生
活
す
る
の
に
も
大
変
な
生
活
水
準

か
ら
す
れ
ば
、
学
校
に
行
く
た
め
に
必
要
な

も
の
を
一
式
そ
ろ
え
る
の
は
か
な
り
家
計
に

厳
し
そ
う
で
す
。
ハ
イ
チ
で
は
、
９
月
の
新

学
期
前
と
ク
リ
ス
マ
ス
前
が
一
般
家
庭
に
お

け
る
最
も
出
費
が
か
さ
む
月
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
チ
で
は
、
高
等
教
育
レ
ベ
ル
で
は
、

公
立
の
ハ
イ
チ
国
立
大
学
の
ほ
か
に
も
各
県

に
大
学
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
制
約
は
あ
る
も
の

の
精
力
的
に
大
学
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
名
門
の
キ
ス
ケ
ヤ
大
学
を
は
じ
め
と

す
る
私
立
の
大
学
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
、

高
等
教
育
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
良
い
高
校
や
職
業
訓
練
等
の
専
門

学
校
、
養
護
学
校
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育

等
の
面
に
お
い
て
も
ま
だ
大
き
く
課
題
が

残
っ
て
い
ま
す
。

■ 

医
療
事
情

　

ハ
イ
チ
に
お
け
る
医
療
事
情
は
複
雑
で
す
。

高
額
と
は
言
え
富
裕
層
が
か
か
れ
る
よ
う
な

手
術
室
・
集
中
治
療
室
の
あ
る
よ
う
な
病
院

や
一
定
の
設
備
と
医
者
の
い
る
私
立
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
医
療
サ
ー
ビ

ス
ら
し
き
も
の
が
届
い
て
い
な
い
地
方
都
市

ま
で
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
都

市
部
で
は
、
医
療
保
険
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、

保
険
対
象
の
場
合
で
あ
っ
て
も
内
容
が
限
ら

れ
て
お
り
、
取
り
扱
い
指
定
病
院
が
限
定
さ

れ
て
い
る
等
な
か
な
か
満
足
な
水
準
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。

　

保
健
医
療
面
で
は
、
お
よ
そ
他
の
発
展
途

上
国
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
課
題
は
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
幹
線
道
路
を
除
く
道

路
の
整
備
の
問
題
や
、
丘
陵
地
帯
で
あ
っ
た

り
す
る
こ
と
か
ら
、
四
輪
駆
動
車
で
な
け
れ

ば
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
多

く
、
多
く
の
救
急
車
も
四
輪
駆
動
車
と
な
り
、

救
急
車
の
配
備
自
体
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
で
は
特
に
県
単
位
等
に
お
い
て
上
位
総

合
病
院
の
整
備
と
位
置
づ
け
も
不
完
全
な
場

合
が
多
く
、
レ
フ
ァ
レ
ル
機
能
・
組
織
が
物

理
的
に
も
組
織
的
に
も
機
能
し
て
い
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
不
足
分
は
個
人

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
助
努
力
で
必
死
に
カ

バ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

慢
性
的
に
国
家
財
政
自
体
の
問
題
も
あ
り
、

大
口
の
保
険
分
野
に
つ
い
て
は
国
家
予
算
の

割
り
当
て
自
体
が
極
め
て
不
足
し
て
お
り
、

２
０
１
７
年
度
は
予
算
の
4.3
％
し
か
な
く
、

こ
れ
で
は
通
常
の
病
院
を
維
持
・
運
営
す
る

こ
と
す
ら
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
新
規
に
保

健
所
を
開
所
す
る
ど
こ
ろ
か
、
古
く
な
っ
た

イ
ン
フ
ラ
や
医
療
機
器
を
刷
新
す
る
こ
と
も

ほ
ぼ
困
難
と
思
え
ま
す
。

　

保
健
分
野
は
そ
う
し
た
こ
と
と
背
中
合
わ

せ
で
、
多
く
の
支
援
国
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
支
援

を
展
開
し
て
い
る
分
野
で
も
あ
り
ま
す
が
、

持
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
質
の
向
上
の
た

め
に
は
、
国
家
予
算
の
割
り
当
て
を
含
め
て

よ
り
一
層
の
資
金
の
確
保
が
重
要
と
思
わ
れ

ま
す
（
２
０
１
８
～
２
０
１
９
年
度
の
予
算

案
で
は
７
％
超
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
承
認
さ
れ
れ
ば
良
い
方
向
性
で
あ
る
と
言

え
ま
す
）。
予
算
不
足
は
給
与
不
足
で
も
あ
り
、

関
連
す
る
従
事
者
が
ゼ
ネ
ス
ト
を
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
問
題
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
一
層
の
努
力
が
払
わ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
※
写
真
は
筆
者
が
撮
影
）

（
※
本
コ
ラ
ム
の
内
容
は
、
筆
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
り
、
所
属
す
る
機
関
の
公
式
見
解
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

ゴミで埋もれて機能が低下してしまった側溝

ペリゴールダムと発電設備 ペリゴールのダム

カルフールのゴミ集積場　適宜火をつけて燃やしている
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ラジキットさん（一番右）

上智大学大学院で約 2 年間学ん
でいたラジキット・ルフスさんが
2021 年 3 月に卒業しました。

第 2 期 APIC-MCT 留学生

ラジキット・ルフス さん
Lajkit Rufus

　

上
智
大
学
（
大
学
院
）
に
入
学
し
た
こ
と

は
私
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
選
択
で
し
た
。

環
境
保
全
や
持
続
性
に
つ
い
て
、
教
授
の
方
々

か
ら
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
学
べ
た
か
ら
で

す
。
上
智
で
環
境
学
を
専
攻
し
、
学
問
を
追

求
す
る
こ
と
が
、
私
と
私
の
母
国
に
と
っ
て

有
益
で
価
値
の
あ
る
こ
と
だ
と
勉
強
を
通
じ

て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
困
難
に
直
面
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て
に
お
い
て
よ

り
良
い
未
来
を
築
く
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
困

難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
も
い
と
わ
な
か
っ
た

で
す
。
そ
れ
に
は
大
変
な
努
力
や
決
断
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
要
し
ま
し
た
が
、
失
敗
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
確
信
す
る
た
め
に
全
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。「
行
動
は
言
葉
よ
り
も
雄
弁

だ
」
と
知
っ
た
あ
と
は
、
も
っ
と
知
識
を
得

る
と
い
う
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
将
来
、

母
国
に
貢
献
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
ま
し
た

（
上
智
大
学
の
お
か
げ
で
す
）。

　

日
本
で
の
生
活
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
の
文
化
に
触
れ
、
人
々
が
お
互
い
に
敬

意
を
持
っ
て
接
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。
私
が
研
究
に
集
中
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
え
て
く
れ
た
日
本
の

友
人
や
そ
の
家
族
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
小
さ
な
島
国
（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）
か

ら
来
た
私
に
と
っ
て
日
本
の
生
活
習
慣
は

全
く
異
な
っ
て
い
て
、
多
く
の
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た

で
す
。
日
本
で
勉
強
す
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
て
、
現
地
の
人
々
や
国
、
そ
し
て
一
番
重

要
で
あ
る
文
化
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
く

れ
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
感

謝
し
た
い
で
す
。
大
学
で
お
世
話
に
な
っ
た

教
授
の
皆
さ
ま
、
私
が
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ

た
と
き
に
い
つ
も
近
く
に
い
て
く
だ
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
学
の
友
人
の

皆
さ
ん
、
ま
た
い
つ
か
会
い
ま
し
ょ
う
。
日

本
で
の
生
活
は
私
の
人
生
で
最
も
素
晴
ら
し

い
経
験
で
し
た
。
ま
た
近
い
う
ち
に
訪
れ
た

い
で
す
！

　

私
は
２
０
１
４
年
に
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校

を
卒
業
し
、
地
理
学
の
学
士
の
学
位
を
取
得

し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
天
然
資
源
・
貿

易
省
の
農
業
部
門
の
も
と
で
、
食
糧
農
業
機

関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
現
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
食
料
安
全
保
障
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

携
わ
り
、
現
在
も
同
省
の
農
林
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年

に
上
智
大
学
で
地
球
環
境
学
の
修
士
号
取
得

の
た
め
に
学
業
に
復
帰
し
、
２
０
２
１
年
に

卒
業
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、母
国
に
帰
り
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
森
林
行
動
計
画
を
監
督

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
目
標
は
、
環
境
保
全
に
関
心
が
あ
っ

た
の
で
、
私
た
ち
の
生
態
系
へ
の
脅
威
と
な

る
も
の
を
特
定
し
、
防
ぎ
、
そ
し
て
軽
減
す

る
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
で
は

こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
て
、
私
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
国
、
政
策
決
定
者
に
対
し
て

環
境
保
全
に
つ
い
て
う
ま
く
説
明
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
農
林
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
私
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
自
分
た

ち
の
土
地
を
も
っ
と
環
境
に
優
し
い
方
法
で

保
護
し
、
私
た
ち
が
何
年
も
の
あ
い
だ
行
っ

て
い
る
伝
統
的
な
方
法
で
の
植
林
を
促
進
し

ま
し
た
。
他
に
も
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
食

料
お
よ
び
栄
養
の
安
全
保
障
を
促
進
す
る
た

め
の
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

留
学
生
支
援
事
業

「ザビエル留学生奨学金」は 2014 年に始まっ

た奨学金制度で、ミクロネシア連邦チューク

州にあるザビエル高校・上智大学・APIC の

三者間の合意に基づき、ザビエル高校から上

智大学への留学生を支援するプログラムです。

これまでに 8 名の学生が本奨学金制度によっ

て上智大学に入学し、4 名が卒業しました。

「APIC-MCT 留学生奨学制度」は、上智大学・ミクロネシ

ア自然保護基金（Micronesia Conservation Trust：MCT）・

APIC の三者間の合意に基づき、ミクロネシア 3 カ国から

の留学生を受け入れ、上智大学大学院地球環境学研究科

での修士号取得を支援するプログラムです。2017 年のプ

ログラム開始以降、これまで 9 名の大学院生が入学し、

5 名が卒業しました。現在 4 名の学生がそれぞれの研究

テーマを持ちながら日々、研究に打ち込んでいます。

ザビエル留学生APIC-MCT 留学生
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

　

２
０
２
１
年
７
月
12
日
、
島
根
県
海
士
町

に
あ
る
隠
岐
島
前
高
校
の
生
徒
と
、
上
智
大

学
に
通
う
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
隠
岐
島
前

高
校
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
」
と
し
て
生

徒
が
様
々
な
海
外
諸
国
と
交
流
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
各
生
徒
が
自
分
の
探
究

テ
ー
マ
を
持
ち
、
海
外
研
修
な
ど
を
通
し
て

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
て
い
き
ま

す
。
今
回
、交
流
を
行
っ
た
生
徒
た
ち
は
「
離

島
に
お
け
る
地
域
医
療
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
沖
縄
の
離
島
や
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
医
療
に
関
し
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
比
較
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
た
ち
の

生
の
声
を
聴
く
と
い
う
目
的
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
交
流
・
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
今

回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
生
徒
た
ち
は
医

療
系
の
学
部
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
90
分
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
間
で
は

足
り
な
い
く
ら
い
に
現
地
の
人
や
文
化
に
つ

い
て
深
く
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第４期ザビエル留学生

ショーン・ミンギー さん
Shaun Mingii

上 智 大 学 で 4 年 間 学 んで いた
ショーン・ミンギーさんが 2021 年
9 月に卒業しました。

卒
業　

荷
物
は
？
Ｏ
Ｋ
。
チ
ケ
ッ
ト
は
？
Ｏ
Ｋ
。
パ
ス
ポ
ー

ト
は
？
Ｏ
Ｋ
。
日
本
へ
向
か
う
初
め
て
の
飛
行
機
に

乗
る
た
め
の
準
備
は
そ
れ
く
ら
い
簡
単
で
し
た
。
朝
起

き
て
、空
港
に
向
か
う
だ
け
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

わ
く
わ
く
す
る
一
方
で
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し

た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
全
寮
制
の
学
校
に
通
い
、
家

族
と
離
れ
て
生
活
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日

本
で
暮
ら
す
こ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
し
た
。
街

並
み
は
私
の
故
郷
と
は
全
く
違
い
ま
す
し
、
都
会
で

の
暮
ら
し
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
飛

行
機
に
乗
り
込
む
こ
と
で
私
の
人
生
が
一
変
す
る
と

わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
幸
い
、
東
京
で
の
生
活
に
は

す
ぐ
に
慣
れ
、
一
生
忘
れ
な
い
よ
う
な
素
敵
な
経
験

を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。

　

東
京
に
到
着
し
た
翌
週
は
、
区
役
所
で
書
類
に
記

入
し
た
り
、
携
帯
電
話
の
契
約
を
し
た
り
、
銀
行
口

座
を
開
設
し
た
り
、
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
幸
い
、
私
よ
り
前
に
来
日
し
て
い
た
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
学
生
た
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
え
た
の
で
、

生
活
が
落
ち
着
く
ま
で
の
過
程
に
は
、
私
が
当
初
思
っ

て
い
た
ほ
ど
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
週
間

後
に
は
大
学
の
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
と
て
も

興
味
深
く
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
全
て
が
順
調
に
進

ん
で
い
ま
し
た
。
私
が
唯
一
嫌
だ
と
思
っ
た
の
は
ラ
ッ

シ
ュ
の
時
間
帯
の
満
員
電
車
で
、
こ
れ
に
は
４
年
間

耐
え
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

学
生
生
活
の
４
年
間
で
は
、
他
に
も
多
く
の
経
験

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
全
て
私
が
人
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
し
た
。
例
え
ば
、
最
初
の
頃

は
日
本
語
が
上
手
く
話
せ
ず
、
普
段
は
し
な
い
よ
う
な

間
違
い
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
で
、
日
本
語
能
力
が
低
い
た
め
に
い
つ

も
間
違
え
て
し
ま
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
間
違
い

を
し
た
あ
と
、
い
つ
も
恥
ず
か
し
く
な
る
の
で
す
が
、

た
く
さ
ん
間
違
い
を
し
た
後
は
間
違
え
る
こ
と
が
怖

く
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
常
に
自
分
自
身

を
改
善
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。
他
に
も
価
値
の
あ

る
経
験
を
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、Ignatian Student 

Leadership Forum

（
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｆ
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
世
界
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
系
高
校

に
通
う
生
徒
と
交
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
協
力
企
業
と
の
連
携
で
実
現
し
た
お
祭
り

や
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
機
会
も
あ
り
ま

し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
企
画
し
た
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
絶
対
に
忘
れ
な
い
最
も
素
晴
ら
し
い
経
験
の
一

つ
で
す
。
皆
様
の
お
か
げ
で
こ
れ
ら
の
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

海士町での研修にて

ご寄付のお願い

「ザビエル高校留学生奨学金制度」は、上

智大学の留学生基金の他、皆様の APIC へ

のご寄付により、2021 年 12 月現在、総額

約 9,058 万円をお預かりいたしました。皆

様のおかげで、留学生たちは上智大学で充

実した生活を送っています。皆様に御礼申

し上げますとともに、本留学生奨学金制度

への更なるご支援をお願いいたします。

対　象

奨学金

留学先

ザビエル高校卒業生　毎年１～ 2 名

上智大学国際教養学部 / 理工学部英語コース /
 Sophia Program for Sustainable Futures (SPSF)

卒業までの４年間の奨学金を授与

振込先 三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
※振込手数料はご負担をお願いしております。

留学生を中・長期的に受け入れるためには、それにかかわる渡航費、入学金、授業料、生
活費等とかなりの額にのぼることが見込まれます。皆様からのご協力をお願い申し上げます。

卒
業



留学生支援事業
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第 5 期 APIC-MCT 留学生

タラ・アーノルド さん
Tara Arnold

第 5 期 APIC-MCT 留学生

ナターシャ・ゴロン さん
Natasha Gorong

2021 年 9 月、タラ・アーノルドさ
んが上智大学大学院に入学しまし
た。

2021 年 9 月、ナターシャ・ゴロン
さんが上智大学大学院に入学しま
した。

入
学

上智大学大学院で 2 年間学んで
いたエルウン・ヒデヨスさんが
2021 年 9 月に卒業しました。

第 3 期 APIC-MCT 留学生

エルウン・ヒデヨス さん
Elchung Hideyos

　

A
lii

（
こ
ん
に
ち
は
）
！
私
の
名
前
は
エ

ル
ウ
ン
・
ヒ
デ
ヨ
ス
で
す
。
日
本
で
過
ご

し
た
時
間
は
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た

が
、
同
時
に
短
い
期
間
で
し
た
。
私
が
高

校
生
だ
っ
た
頃
は
、
日
本
の
学
校
に
通
え

た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う

か
と
い
つ
も
夢
見
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ

か
本
当
に
実
現
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
９
年
９
月
に
初
め

て
来
日
し
た
と
き
は
、
と
て
も
わ
く
わ
く

し
て
い
て
、
大
学
院
の
授
業
が
始
ま
る
と

だ
ん
だ
ん
緊
張
感
が
増
し
て
い
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
よ
り
も
こ
の
「
旅
」
を
始
め
た
く

て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
の
学
期

は
通
常
の
対
面
授
業
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
最
後
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
２
０
２
０
年
３
月
に
日
本
で
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
大
学
の
校
外
学
習
で
行
っ

て
い
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
帰
っ
て
き
た
と

き
で
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
帰
っ
て
き

た
直
後
、
寮
の
中
で
自
己
隔
離
を
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
、
翌
学
期
以
降
の
授
業
や
大

学
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

実
施
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
私
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
精
神
面
や
感
情
面
に
お
い

て
健
康
で
い
る
こ
と
は
、
身
体
的
に
健
康

で
あ
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
試
練
の
時
期
に
は
特
に
そ
う

言
え
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。
振
り
返
る
と
、

苦
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で

す
し
、
自
粛
中
に
一
人
で
い
る
と
き
も
大

変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
指
導
教
員
や
上
智
大
学
の
友
人
た

ち
、
そ
し
て
パ
ラ
オ
か
ら
私
を
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
家
族
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
あ
と
、
も
っ
と
大
学
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
日
本
を
旅
し
た

り
す
る
時
間
が
欲
し
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。
私
が
日
本
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
ほ

と
ん
ど
寮
の
部
屋
に
籠
っ
て
い
ま
し
た
が
、

視
野
を
広
げ
て
く
れ
て
、
謙
虚
な
気
持
ち

　

私
の
名
前
は
タ
ラ
・
ア
ー
ノ
ル
ド
で
す
。
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
（
Ｆ
Ｓ
Ｍ
）
と
い
う
、
４

つ
の
州
か
ら
な
る
小
さ
な
国
か
ら
来
ま
し
た
。

刑
事
司
法
学
の
学
士
号
を
取
得
し
て
卒
業
し

ま
し
た
。
こ
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

私
と
同
じ
く
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
奨
学
金
の
受
給
者

で
あ
る
友
人
が
教
え
て
く
れ
て
、
知
り
ま
し

た
。
こ
の
奨
学
金
制
度
は
毎
年
、
選
考
で
合

格
し
た
２
名
の
学
生
に
、
東
京
に
あ
る
上
智

大
学
大
学
院
の
地
球
環
境
学
研
究
科
に
て
修

士
号
取
得
の
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
私
は
自
分
が
選
ば
れ
、
研
究
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
て
、
運
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、選
考
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、

一
度
、「
あ
な
た
が
提
出
し
た
過
去
に
書
い
た

ペ
ー
パ
ー
は
『
児
童
虐
待
』
に
つ
い
て
で
あ

り
、
環
境
と
関
係
な
い
が
、
応
募
の
動
機
は

何
で
す
か
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
地
球
環

境
学
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。」
と
聞
か
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
の
答
え
は
「
気
候
変
動
に
対

処
す
る
た
め
の
活
動
の
一
員
に
な
り
、
母
国

Ｆ
Ｓ
Ｍ
に
知
識
を
持
ち
帰
る
た
め
」
で
し
た
。

　

私
の
大
学
院
生
活
に
お
け
る
今
後
の
２
年

間
で
は
、
日
本
に
入
国
し
、
授
業
に
出
席
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
日
本
に

入
国
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
上
智
大
学

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い

多
く
の
学
生
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
環
境
は

本
当
に
大
変
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
差

の
問
題
や
、
ほ
と
ん
ど
誰
と
も
連
絡
で
き
ず

質
問
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
私
は
、
知
識
や
経
験
を
広
げ
る
た
め
に

は
、
自
分
が
日
本
に
い
る
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
授
業
や
課
外
活
動
に
参
加
し
な

が
ら
、
日
本
の
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
も
学

び
た
い
で
す
。
人
は
、
自
分
の
「
安
全
地
帯
」

か
ら
出
な
け
れ
ば
、
知
識
を
広
げ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
、
全
て
を
２
年
間
で
終
わ
ら
せ
る
に
は
難

し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、

そ
れ
が
終
わ
っ
た
と
き
に
は
、
全
て
そ
れ
だ

け
の
価
値
が
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
る
で
し
ょ

う
。
何
故
な
ら
、「
課
題
が
厳
し
い
ほ
ど
、
成

長
も
大
き
い
」
か
ら
で
す
。

　

私
の
名
前
は
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
ゴ
ロ
ン
で
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ヤ
ッ
プ
州
出
身
で
す
。

地
球
環
境
学
研
究
科
の
１
年
生
で
す
。
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
の
こ
と
や
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
私
が
大
学
３
年
生
の
と
き
、
申
し
込
み

が
で
き
そ
う
な
大
学
院
を
探
し
て
い
た
際
に

知
り
ま
し
た
。
私
の
母
国
に
お
け
る
環
境
問

題
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
を
書
く
チ
ャ
ン
ス

が
得
ら
れ
る
と
思
い
、
非
常
に
興
味
を
そ
そ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奨
学
金
制
度
の
候
補
生
と
し
て
選
ば

れ
た
と
知
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
達
成
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
、
自
分
が
学
び
続
け

ら
れ
、
そ
し
て
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
で
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し

た
。
大
学
院
生
に
な
り
、
別
の
国
へ
行
く
こ

と
は
実
に
楽
し
い
こ
と
で
す
。
大
学
生
活
を

始
め
た
時
と
似
て
い
ま
す
。
新
し
い
環
境
に

入
り
、
新
し
い
仲
間
と
出
会
う
こ
と
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
違
う
意

味
で
全
く
新
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
修
士
課
程
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
始
め

る
こ
と
に
な
る
と
は
想
像
す
ら
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
出
る
こ
と
が
で

き
ず
、
授
業
の
時
間
は
午
後
９
時
55
分
か
ら

朝
ま
で
で
、
日
常
生
活
を
送
り
な
が
ら
授
業

を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
変
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
奨
学
金
に
合
格
し
、

上
智
大
学
の
最
も
聡
明
で
、
そ
れ
で
い
て
謙

虚
な
教
授
や
専
門
家
か
ら
学
ぶ
機
会
を
得
ら

れ
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先

生
方
は
私
の
困
難
や
課
題
を
か
え
っ
て
楽
し

め
る
も
の
に
し
て
く
れ
て
、
深
夜
に
お
よ
ぶ

授
業
で
も
全
力
で
取
り
組
む
価
値
が
あ
る
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。
渡
航
状
況
は
ま
だ
不
明
瞭

で
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
対
面
授
業
が
再

開
さ
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
し
か
会
え
な
か
っ

た
方
々
と
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
日
を
辛
抱
強
く
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

他
の
多
く
の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
留

学
生
が
日
本
に
入
国
で
き
る
方
法
を
模
索
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
お
い
て
も
私
た
ち
を
支
援
し
て
頂
け

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

November 17-30, 2021The
K a s e l e h l i e  P r e s s 9

Position Title:
Pacific American Fund – Regional Fund Assistant 

for Micronesia 

Location:
Pohnpei, Federated States of Micronesia

Direct Supervisor:
Regional Fund Manager for Micronesia

Project Description:
The Pacific American Fund (the Fund) is a grant-making 
facility being managed and implemented by Social 
Solutions International under a five-year contract with 
the United States Agency for International Development 
(USAID). The goal of the Pacific American Fund is 
to improve the quality of life of the Pacific Islands. 
The Fund awards and monitors grants to civil society 
organizations (CSOs), non-governmental organizations 
(NGOs), and other eligible entities addressing a wide 
range of development challenges across the Pacific 
region. For more information about the Fund, please visit 
https://www.socialsolutions.biz/pacificamericanfund/ 

Overview of the Position:
Social Solutions International Inc. is seeking a Regional 
Fund Assistant for Micronesia to serve as a member a 
dynamic team of professionals implementing the USAID 
Pacific American Fund. The person will coordinate the 
Fund activities in FSM, Nauru, Palau, RMI, and Kiribati. 

Responsibilities include, but are not 
limited to:
• Supporting grantmaking and grant management; 
• Supporting monitoring of grant implementation 

including tracking of deliverables, achievement 
of project objectives, and implementing of 
environmental compliance measures; 

• For detailed responsibilities please visit https://jobs-
socialsolutions.icims.com/jobs/1728/regional-fund-
assistant--micronesia/job 

Qualifications: 
• Bachelor’s degree in public administration, 

sustainable development issues, social sciences, or 
other relevant field;

• Minimum of 2-3 years of relevant experience in 
development assistance, working on a donor-funded 
project; 

• Demonstrated ability to work with civil society 
organizations, particularly in providing support and/
or building capacity;

• For detailed qualifications please visit https://jobs-
socialsolutions.icims.com/jobs/1728/regional-fund-
assistant--micronesia/job 

Social Solutions is an Equal Opportunity/Affirmative 
Action Employer and offers competitive salaries and 
comprehensive benefits. Please submit your cover letter 
and resume online at https://jobs-socialsolutions.icims.
com/jobs/1728/regional-fund-assistant--micronesia/job 

Pohnpei Enginkehlap News

November 9, 2021
Pohnpei--On Friday, November 5, 2021, Governor Oliver administered oaths of administration to Pohnpei 
Transportation Authority (PTA) Commissioner, Mr. Berney Martin, PTA board member, Mr. Baldesar Sardis 
and Pohnpei Port Authority board members, Mr. Mike Loyola and Mr. Joseph Saimon.

Hon. Stevick A. Edwin, Speaker of the 10th Pohnpei State Legislature joined Governor Oliver to congratulate 
the Commissioner and Board members, reminding them of their important duties and responsibilities. 
Governor Oliver thanked the Speaker and Chairperson of the Public works, transportation and communication 
committee, Hon. Herolyn Movick for their support to confirm the Commissioner and new board members.

Congratulations to the new Commissioner and board members!

Governor Oliver administered Oath of 
Administration to members of PTA and PPA

APIC

November 5, 2021
TOKYO – Ms. Elchung Gladys Hideyos of Palau recently 
earned a Master’s Degree in Global Environmental Studies 
from Sophia University. She excelled during her two years 
of study in Tokyo, earning the highest marks of any student 
from the Micronesia region who has attended the historic 
Jesuit university as an APIC-Sophia University-Micronesia 
Conservation Trust Bill Raynor Micronesia Challenge 
Scholar.

Hideyos’ thesis examined the role of women in fisheries 
management, conservation and policy in Palau.

Professor Anne McDonald of Sophia University’s Graduate 
School of Global Environmental Studies praised Hideyos for 
her scholarship and commitment as a graduate student. “Your 
work was academically brilliant but done with heart and love 
of your country and people. I know you will go on to do great 
things for Palau and Micronesia, attaining goals you might 
never thought were possible, but are! You have what it takes 
to make a difference in the world. In fact, you’ve already started,” McDonald said.

Hideyos began her advanced studies shortly before the global novel coronavirus pandemic led to a series of 
emergency decrees in Tokyo. She completed her studies with a mix of traditional classroom work and remote 
learning via a computer from her dormitory room. Hideyos earned her bachelor’s degree in Environmental 
Studies in 2018 from Chaminade University in Honolulu. 

Palauan receives advanced degree from 
Sophia University

ミクロネシア各地
の新聞に、卒業に
ついての記事が掲
載されました。画
像は The Kaselehlie 
Press（2021 年 11
月 17 ～ 30 日付）

APIC 事務所にて
左から、APIC-MCT 留学生のアネットさんと
エルウンさん、ザビエル留学生のポールさん
とショーンさん

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
全
て
を
や
り
通
し
、

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
自
身
を

と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。
大
学
院
の
授

業
か
ら
も
（
対
面
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
）、

「
旅
」
の
途
中
で
出
会
っ
た
多
く
の
人
々
か

ら
も
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
、
上
智
大
学
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
大
学
院
生
に

環
境
学
の
修
士
号
を
追
求
す
る
こ
の
機
会

を
得
ら
れ
た
こ
と
に
、
一
生
感
謝
し
ま
す
。

上智大学では、2021 年春学期

以降、万全の感染防止対策を講

じながら、対面での授業が再開

されました。その後も感染状況

に応じてオンラインを中心とし

た授業形態に切り替えるなどの

対応が取られています。

卒
業

入
学
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大使だより

寄稿：平山 達夫　駐トリニダード・トバゴ大使

　新型コロナウイルス感染症の世界的流行により、APIC においても島嶼国との交流事業の停止が余儀なくされています。そうした

中でも国際交流の推進のため、この度、各任地で日夜ご苦心されている大使の任国事情についてのお便りをいただくことになりました。

今回は平山達夫 駐トリニダード・トバゴ大使に、大使の任国事情についてのご意見を様々な観点からお聞きし、ご紹介します。

１
．
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
と
兼
轄
８
カ
国

　
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
は
、
カ
リ
ブ
海
の

南
東
の
端
に
位
置
し
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
は
目
と

鼻
の
先
に
あ
り
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
資
源
で
発

展
し
て
き
た
国
で
あ
る
。
観
光
依
存
が
高
い
他

の
カ
リ
ブ
諸
国
と
は
趣
を
異
に
す
る
。

　
当
館
は
、
当
国
に
加
え
、
東
カ
リ
ブ
６
カ
国

と
ガ
イ
ア
ナ
及
び
ス
リ
ナ
ム
の
計
９
カ
国
を

担
当
し
て
い
る
。
９
カ
国
の
人
口
を
合
わ
せ
て

も
３
０
０
万
人
強
で
あ
る
が
、
独
立
国
家
と
し

て
国
連
で
９
票
を
持
つ
。
ま
た
、
カ
リ
ブ
14
カ

国
は
カ
リ
コ
ム（
カ
リ
ブ
共
同
体
）を
設
立
し
、

地
域
統
合
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
事
務
局
は
ガ

イ
ア
ナ
に
あ
り
、当
館
の
担
当
と
な
っ
て
い
る
。

当
地
着
任
後
、
１
年
近
く
か
け
て
９
カ
国
全
部

に
信
任
状
捧
呈
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
．
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
と
日
本

　
両
国
は
、
１
９
６
４
年
に
外
交
関
係
を
樹
立

し
、
79
年
に
在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
日
本

大
使
館
が
開
設
さ
れ
、
長
い
友
好
関
係
を
有
し

て
い
る
。
２
０
１
４
年
に
は
、
安
倍
総
理
（
当

時
）
が
日
本
の
総
理
と
し
て
初
め
て
当
国
を
訪

問
し
、日
カ
リ
コ
ム
首
脳
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。

本
年
７
月
20
日
に
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
訪
問
中
の

茂
木
外
務
大
臣
と
カ
リ
コ
ム
外
相
と
の
間
で
、

第
７
回
日
カ
リ
コ
ム
外
相
会
合
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
、
日
カ
リ
コ
ム
関
係
、
地
域
情

勢
等
が
協
議
さ
れ
た
。

　
当
国
経
済
は
、
石
油
ガ
ス
産
業
を
基
盤
と
し

て
い
る
が
、
石
油
ガ
ス
価
格
の
低
下
、
生
産
低

迷
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
支
出
が
増
え
、
財
政
赤
字
は
増

加
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
三
菱
３

社
（
三
菱
ガ
ス
化
学
、三
菱
商
事
、三
菱
重
工
）

が
参
画
し
、
カ
リ
ビ
ア
ン
ガ
ス
化
学
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ

Ｌ
）の
メ
タ
ノ
ー
ル
製
造
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
し
、

20
年
12
月
に
生
産
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
総
額

10
億
米
ド
ル
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
日

本
の
当
国
へ
の
最
大
投
資
案
件
で
あ
る
。

　

当
地
で
は
日
本
車
を
初
め
日
本
製
品
一
般

に
人
気
は
高
い
が
、
日
本
文
化
へ
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
。
日
本
と
は
１
万
４
千
キ
ロ
近
く

離
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等

で
日
本
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア

ニ
メ
等
の
人
気
は
高
い
し
、
日
本
食
も
増
え
て

お
り
、
カ
リ
ブ
風
で
は
あ
る
が
、
寿
司
も
人
気

メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
へ
の
関
心
や
交
流
は
以
前
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
で
の
日
本
語

教
育
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
よ
っ
て
長
年

支
え
ら
れ
て
き
た
。
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
語
学

学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
20
年
以
上
に
わ
た
り
、１
，

７
０
０
人
以
上
の
学
生
に
日
本
語
を
教
え
て

き
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
15
年
以
上
も

当
国
で
実
施
さ
れ
、
今
ま
で
１
７
０
人
弱
が
参

加
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
帰
国
参
加
者
は
、
Ｊ
Ｅ

Ｔ
同
窓
会
を
形
成
し
、
日
本
で
の
体
験
を
当
地

で
伝
え
、
両
国
の
架
け
橋
と
な
る
活
躍
を
見
せ

て
い
る
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
鹿
児
島
県
大
崎
町
と
高
知
県

中
土
佐
町
と
の
交
流
が
既
に
開
始
さ
れ
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
あ
る
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
後
も
交
流
が
続
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

３
．
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
コ
ロ
ナ
後
へ
向
け
て

　

当
国
の
国
境
は
、
20
年
３
月
に
閉
鎖
さ
れ
、

１
年
４
カ
月
経
っ
て
７
月
17
日
に
よ
う
や
く

再
開
さ
れ
た
。
国
内
で
も
、
外
出
規
制
、
経
済

活
動
規
制
が
実
施
さ
れ
、
当
館
の
活
動
も
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
以
前
は
日
常
茶
飯
事

で
あ
っ
た
会
議
や
行
事
は
殆
ど
開
催
出
来
な

く
な
っ
た
。
当
国
の
国
民
的
祭
り
で
あ
る
カ
ー

ニ
バ
ル
も
今
年
は
中
止
と
な
り
、
当
館
も
２
月

の
天
皇
誕
生
日
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催

を
断
念
し
、
当
国
外
務
大
臣
の
祝
賀
メ
ッ
セ
ー

ジ
等
の
記
念
ビ
デ
オ
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配

信
し
た
。

　
ま
た
、
国
境
閉
鎖
に
伴
い
、
毎
月
数
度
行
っ

て
い
た
兼
轄
国
へ
の
出
張
が
途
絶
え
た
。
20
年

に
は
多
く
の
国
で
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
ガ
イ

ア
ナ
と
ス
リ
ナ
ム
で
は
政
権
交
代
が
あ
っ
た

が
、新
政
権
と
の
対
面
会
談
は
出
来
て
い
な
い
。

更
に
、
招
へ
い
事
業
が
軒
並
み
延
期
さ
れ
、
昨

年
出
発
予
定
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
、
各
種

招
へ
い
や
研
修
事
業
は
延
期
と
な
っ
た
の
は

残
念
で
あ
る
。

　
こ
の
状
況
下
で
、
誰
も
が
何
が
で
き
る
の
か

悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。
１
つ
に
は
、
規
制
を
遵

守
し
、
対
面
で
の
行
事
を
行
う
こ
と
で
、
要
人

と
の
会
談
、叙
勲
や
外
務
大
臣
表
彰
の
授
与
式
、

懇
談
会
を
小
規
模
で
実
施
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ

同
窓
会
を
対
象
に
実
施
し
た
手
打
ち
う
ど
ん

実
演
は
好
評
だ
っ
た
。
も
う
１
つ
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
活
用
で
あ
り
、
大
人
数
の
会
合
、
兼
轄

国
と
の
行
事
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
と
な

る
。
昨
年
の
日
本
語
弁
論
大
会
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
関
連

会
合
等
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
、
ど
こ
か
ら
で

も
ア
ク
セ
ス
可
能
と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
普
及
し
、
国
内
規
制
や

国
際
渡
航
が
緩
和
さ
れ
て
も
、
以
前
の
状
態

に
完
全
に
戻
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
現
地
に

行
き
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
が
消

え
る
訳
で
は
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
利

点
も
あ
る
の
で
、
そ
の
双
方
の
利
点
、
強
み

を
組
み
合
わ
せ
て
、
効
果
的
な
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ポートオブスペイン市遠景 カリビアンガス化学（CGCL）訪問上智大学学長一行の当地訪問（西インド諸島大学との会議）（19 年 8 月）JET 同窓会委員との懇談（21 年 4 月。手打ちうどん実演）

天皇誕生日祝賀レセプション（20 年 2 月。トゥーサン外務次官との乾杯）ブラウン外務大臣との夕食会（21 年 3 月）

トリニダード・トバゴとのトリニダード・トバゴとの
関係拡大の潜在力あり関係拡大の潜在力あり

大使だより
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APIC 役員名簿  （2022 年 1 月1日現在）

評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員

石堂　一成 東京コンサルティング株式会社　代表取締役社長

坂本　吉弘 一般財団法人安全保障貿易情報センター　理事長（最終官職：通商産業審議官）

炭谷　茂 社会福祉法人恩賜財団済生会　理事長（最終官職：環境省　事務次官）

島内　憲 元 駐ブラジル連邦共和国特命全権大使

高原　明生 JICA 緒方貞子平和開発研究所　研究所長

廣野　良吉 成蹊大学　名誉教授

舟木　いさ子 ヤクモ株式会社　取締役

本多　義人 東神インターナショナル株式会社 名誉会長

理 事 長
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

重家　俊範 （最終官職：外務省　駐大韓民国特命全権大使）

佐藤　昭治 （最終官職：外務省　駐ミクロネシア日本国特命全権大使（兼パラオ・マーシャル諸島））

荒木　恵 一般財団法人国際協力推進協会（APIC）　事務局長（最終官職：財務省　国際局付派遣職員（アジア開発銀行職員））

今野　秀洋 一般財団法人貿易・産業協力振興財団　理事長（最終官職：経済産業審議官）

鳥飼　玖美子 一般財団法人港区国際交流協会　理事長

村上　洋 上智大学　客員教授

山本　達也 エーオンジャパン株式会社　代表取締役社長

金成　憲道 元 ドイツ証券株式会社　取締役会長

吉川　英一 株式会社三菱 UFJ 銀行　顧問

 評議員

 役員

　

佐
藤
嘉
恭
前
理
事
長
の
国
際
協
力
推
進
協
会

理
事
長
退
任
に
あ
た
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

の
パ
ニ
ュ
エ
ロ
大
統
領
か
ら
外
交
ル
ー
ト
を
通

じ
て
、
11
月
20
日
付
書
簡
に
よ
り
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
が
、
こ
れ
ま
で
協
力
を

行
っ
て
き
た
国
の
元
首
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
一
例
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

同
書
簡
の
中
で
、
パ
ニ
ュ
エ
ロ
大
統
領
は
、「
日

本
と
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
歴
史
的
な
関
係
を
一
層

強
固
す
る
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活

動
に
つ
い
て
、
貴
理
事
長
が
果
た
さ
れ
た
尽
力
に

対
し
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
国
民
の
深
甚
な
感
謝
を

お
伝
え
す
る
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
光

栄
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
同
大
統
領
は
、
具
体
的
に
、
次
の
よ

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
パ
ニ
ュ
エ
ロ
大
統
領
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤
嘉
恭
前
理
事
長
に
感
謝
の
書
簡

う
な
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
言
及

し
て
い
ま
す
。

① 

カ
ピ
ン
ガ
マ
ラ
ン
ギ
島
な
ど
の
離
島
に
お
け

る
給
水
タ
ン
ク
の
供
与
、

② 

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
３
カ
国
若
手
リ
ー
ダ
ー
招
聘

計
画
に
よ
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
政
府
関
係
者
・

ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
の
日
本
へ
の
招
待
、

（
注
） 

パ
ニ
ュ
エ
ロ
大
統
領
は
、
２
０
１
６
年
２
月

連
邦
議
員
当
時
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
若
手
リ
ー
ダ
ー
招
聘
計

画
で
来
日
し
、
研
修
を
受
け
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け

た
と
か
ね
て
か
ら
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

③ 

ザ
ビ
エ
ル
高
校
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
・
上
智
大
学
の
「
ザ
ビ
エ
ル
高
校
留

学
生
奨
学
金
制
度
」
に
よ
る
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
。

　

最
後
に
、
パ
ニ
ュ
エ
ロ
大
統
領
は
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
国
民
を
代
表
し
て
、「
佐
藤
嘉
恭
大
使
、

あ
な
た
に
神
の
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

あ
な
た
が
示
さ
れ
た
友
情
と
寛
大
な
支
援
に
感

謝
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
行
動
は
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
国
家
建
設
に
た
い
へ
ん
貢
献

さ
れ
ま
し
た
」
と
書
簡
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
佐
藤
嘉
恭
前
理
事
長
に
は
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
モ
リ
元
大
統
領
、マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
共
和
国
の
ハ
イ
ネ
前
大
統
領
か
ら
も
深

甚
な
謝
意
表
明
の
書
簡
が
接
到
し
て
い
ま
す
。

パニュエロ・ミクロネシア大統領発佐藤前理事長宛書簡

「太平洋諸国若手リーダー招聘計画」（2016 年 2 月実施）に参加していた際のパニュエロ大統領。
左：APIC 佐藤前理事長主催夕食会にて／右：日本・太平洋島嶼国友好議員連盟との懇談会にて

APIC INFORMATION

　

毎
月
１
回
（
８
月
以
外
）
開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
で
は
、
外
務
省
幹

部
、
在
外
大
使
な
ど
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

時
局
の
外
交
課
題
や
激
動
す
る
国
際
情
勢
な
ど

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
職
の
外
務

事
務
次
官
や
外
務
省
局
長
、
一
時
帰
国
中
や
退

官
直
後
の
大
使
か
ら
、
い
ま
実
際
に
進
行
中
の

国
際
情
勢
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
質
の
高
い
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
し
て
、
参
加
者
か

ら
の
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
１
月
～
３
月

の
講
演
会
は
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
４

月
に
再
開
し
、
５
月
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配

信
も
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
感
染
状
況
を

鑑
み
つ
つ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
み
も
し
く
は

会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
に
切
り
替
え
な

が
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
講
演
会
当

日
は
入
館
時
の
検
温
、
手
指
消
毒
、
飲
食
時
を

除
き
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
回
避
と
身
体
的
距
離

を
取
っ
た
着
席
と
し
、
講
師
席
に
は
飛
沫
感
染

防
止
の
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
感
染

防
止
の
た
め
の
万
全
の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

本
講
演
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
維
持
会
員
の
皆
様
に

は
自
動
的
に
ご
案
内
す
る
ほ
か
、
非
会
員
で
参

加
を
ご
希
望
の
方
に
も
ご
案
内
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
裏
表
紙

に
記
載
し
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
の
連
絡
先

に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

APIC 早朝国際情勢講演会

APIC NEWS
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２
０
２
１
年
９
月
６
日
に
実
施
さ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
、
令
和
二
年
度
（
２
０
２
０

年
７
月
１
日
か
ら
２
０
２
１
年
６
月
30
日
ま

で
）
の
【
事
業
報
告
書
】
及
び
【
決
算
報
告
】

が
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
本
誌
で
は
簡
略
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

度
を
招
待
し
、
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
と
一
体
の
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
本
計
画
は
有
力
記
者
を
招
待
し
て
、

我
が
国
の
環
境
保
護
、
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
も
っ
て
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て

の
広
報
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
行
っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
本

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航

制
限
の
影
響
で
、
招
待
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
今
年
度
は
中

止
と
な
っ
た
。

（
３
）
太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
延
期
】

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

渡
航
制
限
の
た
め
、
実
現
出
来
な
か
っ
た
。

（
４
）
太
平
洋
青
年
研
修
【
延
期
】

　

サ
モ
ア
よ
り
、
将
来
を
担
う
若
手
の
実
務
者
を
我
が
国
に
招

待
し
、
島
根
県
海
士
町
に
て
研
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
人
選
と

研
修
内
容
に
つ
い
て
在
サ
モ
ア
大
使
館
・
海
士
町
側
と
調
整
を

図
っ
て
い
た
が
、
昨
年
度
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
で
本
年
度
の
実
施
も
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

（
５
）
太
平
洋
諸
国
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー
【
延
期
】

　

本
事
業
は
、
２
０
１
５
年
７
月
に
上
智
大
学
と
共
催
で

「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
て
以
来
、
環
境
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
パ
ラ

オ
（
２
０
１
５
年
８
月
）
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
（
２
０
１
６
年
10

月
）
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
（
２
０
１
７
年
３
月
）
、
バ
ル
バ

ド
ス
（
２
０
１
７
年
９
月
）
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ

イ
州
（
２
０
１
８
年
３
月
）
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

（
２
０
１
８
年
９
月
）
、
サ
モ
ア
独
立
国
（
２
０
１
９
年
３

月
）
と
各
地
で
開
催
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た

め
、
昨
年
度
に
続
き
、
本
年
度
も
実
施
を
見
送
る
こ
と
と
な
っ

た
。

（
６
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

水
タ
ン
ク
設
置
等
）
【
実
施
】

　

今
年
度
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基
金
（M

icronesia 
Conservation Trust

：
以
下
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
を
通
じ
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
へ
の
貯
水
タ
ン
ク
敷
設
事
業
を
予
定
し
て

い
た
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
干
ば
つ
の
状
況
が
深
刻
で
あ
る
こ

と
か
ら
Ｍ
Ｃ
Ｔ
よ
り
同
様
の
追
加
要
請
が
あ
り
、
下
記
３
件
の

支
援
を
実
施
し
た
。

①
チ
ュ
ー
ク
州
の
干
ば
つ
の
た
め
の
貯
水
タ
ン
ク
支
援

　

深
刻
な
干
ば
つ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
チ
ュ
ー
ク
州
ウ
エ
ノ

島
の
状
況
に
鑑
み
、
今
後
の
水
不
足
に
備
え
て
貯
水
タ
ン
ク

の
購
入
・
敷
設
とChuuk W

om
en Council

（
Ｃ
Ｗ
Ｃ
）
が

住
民
向
け
に
行
う
、
貯
水
管
理
と
衛
生
に
関
す
る
研
修
と
啓

蒙
活
動
に
対
し
て
、
２
万
米
ド
ル
の
支
援
を
行
っ
た
。

②
ポ
ン
ペ
イ
州
の
干
ば
つ
の
た
め
の
貯
水
タ
ン
ク
支
援

　

ポ
ン
ペ
イ
州
の
離
島
で
あ
る
カ
ピ
ン
ガ
マ
ラ
ン
ギ
環
礁
を

襲
っ
た
深
刻
な
干
ば
つ
へ
の
支
援
と
し
て
、
１
，
０
０
０
ガ

ロ
ン
の
水
タ
ン
ク
を
８
基
購
入
し
輸
送
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
、
２
万
米
ド
ル
の
支
援
を
行
っ
た
。

③
ポ
ン
ペ
イ
州
キ
チ
地
区
ウ
ォ
ン
村
の
貯
水
池
・
排
水
シ
ス

テ
ム
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

　

ポ
ン
ペ
イ
州
ポ
ン
ペ
イ
島
南
西
部
に
あ
る
キ
チ
地
区
ウ
ォ

ン
村
の
貯
水
池
・
排
水
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
の
支
援
と
し

て
、
２
万
ド
ル
の
支
援
を
行
っ
た
。
脆
弱
な
水
イ
ン
フ
ラ
を

設
備
の
修
復
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
ポ
ン
ペ
イ
で
発
生
し
た

干
ば
つ
に
よ
り
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
飲
料
用
の
水
不
足
の
改

善
が
期
待
で
き
る
。

（
７
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業
（
大
学
院
生
支

援
）
【
実
施
】

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
の

推
薦
に
よ
り
毎
年
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
３
カ
国
か
ら
留
学
生
２
名

を
受
入
れ
、
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
で
修
士
号

を
取
得
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
長
期
的
観
点
か
ら
環
境
関
連
に

携
わ
る
人
材
の
育
成
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
以
降
、
現
在
で
は
３
名
の
学
生
が
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
テ
ー
マ
を
持
ち
な
が
ら
日
々
、
研
究
に
打
ち
込
ん
で

い
る
。
第
１
期
生
２
名
が
２
０
１
９
年
９
月
に
、
第
２
期
生
は

１
名
が
２
０
２
０
年
９
月
に
、
１
名
が
２
０
２
１
年
３
月
に
卒

業
し
、
第
３
期
生
は
１
名
が
２
０
２
１
年
９
月
に
、
１
名
が

２
０
２
２
年
３
月
に
卒
業
予
定
で
、
２
０
２
１
年
９
月
に
は
２

名
が
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
８
）
上
智
大
学
地
球
環
境
学
研
究
科
と
の
環
境
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
【
中
止
】

　

上
智
大
学
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
環
境
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
き
た
国
や
環
境
関
連
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
、
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研

究
科
と
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
上
智
大
学
に
て
開
催
し
て
き

た
。
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
上
智
大
学
で
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
直
接

的
な
関
与
は
な
か
っ
た
。

（
９
）
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
保
存
支
援
事
業
【
延
期
】

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
Ｆ
Ｓ
Ｍ
ポ
ン
ペ
イ
島
の

ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
に
つ
い
て
、
保
存
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
度
は
こ
れ
ま
で
会
報
誌
に
て
掲
載
し
て
い
た
片
岡
教
授
執

筆
の
遺
跡
に
関
す
る
解
説
を
と
り
ま
と
め
、
冊
子
を
製
作
し

た
。
外
務
省
の
草
の
根
無
償
に
よ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建

設
の
起
工
式
が
２
０
２
０
年
５
月
24
日
に
行
わ
れ
、
建
設
完
了

後
に
案
内
板
の
設
置
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た

が
、
建
設
工
事
の
遅
れ
も
あ
っ
て
、
案
内
板
の
拙
著
に
つ
い
て

の
調
整
が
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
年
度
内
に
行
え
ず
、
継
続
と
な
っ
た
。

（
10
）
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
写
真
展
【
実
施
】

　

過
去
に
、
上
智
大
学
（
２
０
１
７
年
５
月
）
、
津
田
塾
大
学

（
２
０
１
７
年
10
月
）
、
日
本
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
外
交

樹
立
30
周
年
記
念
式
典
（
２
０
１
８
年
11
月
）
、
東
洋
大
学

（
２
０
１
８
年
11
月
～
12
月
）
と
合
計
４
回
の
「
南
洋
の
光
」

と
題
し
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
写
真
展
を
開
催
し
た
。
今
年
度
は
島

根
県
隠
岐
郡
西
ノ
島
町
・
海
士
町
・
知
夫
村
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

２
０
２
０
年
11
月
３
日
に
海
士
町
に
お
い
て
写
真
展
を
開
催
し

た
（
主
催
：
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
、
共
催
：
島
根
県
隠
岐
郡
西
ノ
島
町
・

海
士
町
・
知
夫
村
及
び
駐
日
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
館
）
。

現
在
、
隠
岐
島
前
三
島
を
巡
回
中
。

（
11
）
高
校
生
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
【
延
期
】

　

上
智
福
岡
高
校
が
生
徒
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州

に
派
遣
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
日
本
の
歴
史
的
つ
な
が
り

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
現
地
に
お
い
て
環

境
問
題
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
の
で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
若
い
世
代
の
育
成
の
一
環

と
し
て
側
面
的
に
支
援
す
る
も
の
。
生
徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

ザ
ビ
エ
ル
高
校
へ
の
訪
問
を
通
し
て
異
文
化
理
解
を
促
進
す
る

こ
と
を
支
援
。
「
ザ
ビ
エ
ル
高
校
生
招
待
計
画
」
と
合
わ
せ
、

日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
高
校
生
に
よ
る
相
互
交
流
を
実

現
す
る
も
の
と
し
て
計
画
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た
め
、
実
現
出
来
な

か
っ
た
。

（
12
）
ザ
ビ
エ
ル
高
校
生
招
待
計
画
【
中
止
】

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
奨
学
金
制
度
で
支
援
し
て
い
る
ザ
ビ
エ
ル
高
校

の
生
徒
４
名
と
引
率
教
職
員
１
名
を
招
待
し
、
上
智
大
学
で

の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
上
智
福
岡
高
校
及

び
隠
岐
島
前
高
校
を
訪
問
さ
せ
て
、
若
い
世
代
間
で
の
絆
の
醸

成
を
図
る
。
約
一
週
間
の
滞
在
中
、
招
待
生
徒
は
日
本
を
多
角

的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
、
日
本
文
化
や
伝
統
、
歴
史
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た
め
、
実
現
出
来
な

か
っ
た
。

（
13
）
サ
モ
ア
観
光
開
発
支
援
（
国
家
元
首
及
び
同
夫
人
共
著

の
回
顧
録
（
サ
モ
ア
現
代
史
）
を
通
じ
た
観
光
啓
発
資
料
の
出

版
事
業
）
【
予
備
費
・
実
施
】

　

駐
サ
モ
ア
寺
澤
元
一
大
使
を
通
じ
て
支
援
要
請
が
あ
っ
た
案

件
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
産
業
に
大
き
く
依
存
す
る
サ
モ
ア
独

立
国
に
対
す
る
経
済
社
会
や
独
立
後
の
同
国
の
現
代
史
に
関
す

る
海
外
に
お
け
る
理
解
増
進
は
、
同
国
に
対
す
る
関
心
を
発
揚

し
、
ひ
い
て
は
、
同
国
の
現
代
史
探
訪
の
観
光
の
開
発
に
寄
与

す
る
。
同
国
の
観
光
産
業
促
進
の
た
め
の
海
外
の
同
国
に
対
す

る
理
解
増
進
を
目
的
と
し
て
、
同
国
の
現
代
史
を
叙
述
す
る
同

国
家
元
首
（
サ
モ
ア
四
大
酋
長
家
の
出
身
。
国
選
弁
護
人
、
最

高
裁
法
廷
弁
護
士
、
管
財
人
等
歴
任
）
の
本
件
回
顧
録
の
出
版

同
国
家
元
首
の
回
顧
録
の
出
版
を
支
援
す
る
も
の
。
同
国
の
発

展
史
を
辿
る
歴
史
遺
産
の
探
訪
観
光
は
、
同
国
の
持
続
可
能
な

観
光
産
業
の
促
進
に
寄
与
す
る
。
同
回
顧
録
の
出
版
の
意
義
が

認
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
企
画
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
出
版
に

必
要
な
経
費
＄
２
８
，
０
０
０
の
一
部
（
＄
１
０
，
０
０
０
）

を
支
援
し
た
。

２
．
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業

（
１
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
【
延
期
】

　

毎
年
１
月
に
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
学
生
を
太

平
洋
諸
国
の
大
学
生
と
同
時
に
招
待
し
て
い
る
が
、
太
平
洋

事
業
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡

航
制
限
の
た
め
、
招
待
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
今
年
度
は
中

止
と
し
た
。
（
内
容
は
、
太
平
洋
事
業
（
１
）
参
照
。
）
本
年

度
のJanuary Session

が
全
面
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
招
待
は
中
止
と
し
た
が
、
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
の
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
を
希
望
し
て
お

り
、
駐
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
平
山
大
使
か
ら
検
討
要
請
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
言
語
学
習
セ
ン
タ
ー
に
推
薦
を
依
頼

し
、
日
本
語
を
学
習
し
て
い
る
学
生
、
及
び
日
本
に
対
す
る
興

味
関
心
を
持
ち
学
習
意
欲
の
高
い
学
生
を
中
心
に
募
集
を
行
っ

た
結
果
、
９
名
が
参
加
し
た
。 

（
２
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
延
期
】

　

毎
年
10
月
頃
に
公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。
カ
リ
ブ
の
記
者
２
名

程
度
を
招
待
し
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
と
一
体
の
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
人
選
も
終
わ
っ
て
い
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た
め
、
招

待
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
来
年
度
に
延
期
と
な
っ
た
。
内
容

は
、
太
平
洋
事
業
（
２
）
参
照
。

（
３
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
延
期
】

　

本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制

限
の
た
め
、
実
現
出
来
な
か
っ
た
。

（
４
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
副
総
長
・
学
長
招
待
計
画
【
延

期
】

　

平
成
28
年
度
に
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
（
バ
ル
バ
ド
ス
）
学
長
、
平

成
29
年
度
に
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
（
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
）
学
長
の
招
待
計
画
が
実
現
し
て
い
る
が
、
今
年

度
も
、
繰
り
越
し
と
な
っ
て
い
た
Ｕ
Ｗ
Ｉ
の
副
総
長
お
よ
び
モ

ナ
校
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）
学
長
の
招
待
を
計
画
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限
の
た

め
、
実
現
出
来
な
か
っ
た
。

（
５
）
上
智
大
学
地
球
環
境
学
研
究
科
と
の
環
境
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
【
中
止
】

　

上
記
、
太
平
洋
事
業
（
８
）
を
参
照
。

（
６
）
カ
リ
ブ
青
年
研
修
【
延
期
】

　

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
の
若
手
実
務
者
に
、
日
本

一
ご
み
の
分
別
が
で
き
て
い
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
鹿
児
島
県
に
あ
る
大
崎
町
に
て
ご
み
処
理
に
つ
い
て
の
研

修
を
実
施
す
る
予
定
で
、
現
地
に
お
い
て
人
選
も
進
ん
で
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
渡
航
制
限

の
た
め
、
招
待
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
延
期
と
な
っ
た
。

（
７
）
カ
リ
ブ
国
歌
演
奏
【
予
備
費
・
実
施
】

　

カ
リ
ブ
諸
国
の
国
情
に
つ
い
て
の
理
解
を
一
層
深
め
る
た

め
、
カ
リ
ブ
諸
国
の
国
歌
を
紹
介
す
る
こ
と
を
企
画
し
、
一
般

財
団
法
人
１
０
０
万
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
の
協
力
を
得

て
、
優
れ
た
演
奏
家
た
ち
に
よ
る
カ
リ
ブ
諸
国
の
国
歌
演
奏
を

と
り
ま
と
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
た
。

３
．
国
際
協
力
に
関
す
る
講
演
事
業

（
１
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会

令
和
二
年
度

事
業
報
告
書

（
簡
略
版
）

令
和
二
年
度

決
算
報
告

（
簡
略
版
）

別紙1 収収支支決決算算書書（（簡簡略略版版））
令令和和元元年年77月月11日日かからら令令和和22年年66月月3300日日ままでで

2020年8月18日作成

（単位：円） （単位：円）

平成30年度決算 令和元年度予算 令和元年度決算 平成30年度決算 令和元年度予算 令和元年度決算

１１．．収収入入 8866,,115511,,115500 7766,,555533,,000000 9944,,336688,,004488 １１．．事事業業活活動動支支出出 8877,,331188,,995555 112277,,885522,,776655 8877,,330000,,997777

　　　a. 基本財産運用収益 5,086 3,000 2,832 　　　ａ．太平洋島嶼国開発協力事業 37,262,582 54,200,000 28,390,513

　　　b．特定資産運用収益 55,782,497 48,000,000 64,225,400 　　　ｂ．日・カリブ友好協力事業 17,875,395 25,900,000 19,476,397

　　　  （太平洋基金・カリブ基金） 　　　ｃ．早朝講演会事業 5,243,269 9,300,000 5,538,218

　　　ｃ．維持会員会費 20,281,666 19,000,000 21,562,438 　　　d．留学生奨学金事業 3,796,221 3,900,000 2,438,191

　　　d．受取寄付金 4,180,000 1,500,000 520,000 　　　e．事業間接費 23,141,488 34,552,765 31,457,658

　　　e．雑収入 5,901,901 8,050,000 8,057,378

２２．．管管理理費費支支出出　　 2200,,440000,,991111 2266,,116655,,333355 2233,,442255,,338800

　　　a．役員報酬・給与手当 8,063,760 9,960,000 9,519,438

　　　b．その他の管理費 12,337,151 16,205,335 13,905,942

      当当期期収収入入合合計計 8866,,115511,,115500 7766,,555533,,000000 9944,,336688,,004488       当当期期支支出出合合計計 110077,,771199,,886666 115544,,001188,,110000 111100,,772266,,335577

      前前期期繰繰越越 443388,,886600,,882299 443388,,880000,,000000 441133,,004488,,997755       次次期期繰繰越越 441177,,229922,,111133 336611,,333344,,990000 339966,,669900,,666666

　　　　合合計計 552255,,001111,,997799 551155,,335533,,000000 550077,,441177,,002233 552255,,001111,,997799 551155,,335533,,000000 550077,,441177,,002233

収入の部 支出の部

　

令
和
元
年
度
は
下
記
の
通
り
、
外
務
審
議
官
、
局
長
ク
ラ
ス

の
幹
部
を
講
師
と
し
て
招
き
、
国
際
情
勢
、
外
交
、
経
済
に
関

す
る
講
演
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
が
、
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
予
定
し
て
い
た
講
演
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
中
止
・
延
期
し
た
。

（
２
）
国
際
協
力
懇
話
会

　

本
年
度
は
、
地
方
開
催
と
し
て
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
に

て
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
寄
付
講
座
「
夢
ゼ
ミ
」
を
開
催
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

理
事
の
山
本
達
也
エ
ー
オ
ン
ジ
ャ
パ
ン(

株)

代
表
取
締
役
社
長

が
講
師
と
し
て
、
佐
藤
常
務
理
事
が
同
行
し
実
施
し
た
。
県
立

隠
岐
島
前
高
校
の
生
徒
な
ど
を
前
に
、
世
界
１
２
０
カ
国
に
拠

点
の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
日
本
社
長
と
し
て
の
経
験
か

ら
、
日
本
の
独
自
性
と
は
、
他
の
外
国
と
の
違
い
は
、
な
ど
に

つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
寄
付
講
座
の
開
設
は
、

２
０
１
９
年
10
月
に
海
士
町
と
締
結
し
た
連
携
協
定
の
事
業
の

一
環
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

４
．
留
学
生
奨
学
金
事
業

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
）
は
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
み
な
ら
ず
、
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
の
最
優
秀
の
生
徒
が
入
学
す
る
高
校
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
が

運
営
。
同
高
校
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
モ
リ
元
大
統
領
を

始
め
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
卒
業
生
を
多

く
輩
出
し
て
い
る
。
か
か
る
状
況
に
鑑
み
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上
智

大
学
と
協
力
し
て
開
始
し
た
本
件
「
留
学
生
制
度
」
に
つ
い
て

は
、
３
カ
国
の
首
脳
の
間
で
極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

当
該
留
学
生
協
定
に
基
づ
き
、
２
０
１
４
年
か
ら
留
学
生
の

支
援
を
開
始
、
既
に
３
名
の
卒
業
生
を
出
し
、
現
在
６
名
の

学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
の
春
学
期
か
ら
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
帰
国
中
、
及
び
新
規
入
国
の
学
生

は
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
母
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
他
、
ネ
ッ
ト
環

境
の
都
合
に
よ
り
授
業
に
参
加
で
き
な
い
学
生
は
休
学
を
す
る

な
ど
し
、
入
国
の
制
限
が
解
除
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
２
０
２
１
年
秋
に
は
１
名
の
卒
業
を
予
定
し
て
お

り
、
卒
業
後
に
帰
国
が
で
き
な
い
学
生
に
つ
い
て
も
、
無
事
に

帰
国
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
支
援
を
し
て
い
く
。
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
と
し
て
は
今
後
も
募
金
活
動
を
積
極
化
す
る
と
と
も
に
、

留
学
生
に
対
す
る
生
活
費
等
の
支
給
を
含
め
留
学
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

（
な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
旅
費
、
生
活
費
を
負
担
、
上
智
大
学
は

学
費
、
寮
費
を
負
担
。
）

１
．
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
事
業

（
１
）
太
平
洋
諸
国
・
大
学
生
招
待
計
画
【
延
期
】

　

毎
年
１
月
に
太
平
洋
諸
国
か
ら
複
数
名
の
大
学
生
を
招
待

し
、
上
智
大
学
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム January Session in 

Japanese Studies

に
参
加
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
文
化
交
流
活
動

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
蔓
延
に
よ
る
渡
航
制
限
の
影
響
で
、

招
待
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
今
年
度
は
中
止
と
な
っ
た
。

　

本
事
業
は
、
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業
の
西
イ
ン
ド
諸
島

大
学
学
生
招
待
計
画
と
趣
旨
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
体

の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
異
な
る
地
域
の
学
生
が
一
堂

に
会
し
て
学
び
、
共
に
生
活
し
、
意
見
交
換
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
貴
重
な
経
験
が

で
き
た
と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
参
加

者
の
う
ち
３
人
が
日
本
の
大
学
院
（
上
智
大
、
東
工
大
、
筑
波

大
）
に
留
学
中
で
、
１
名
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
昨
年

９
月
か
ら
熊
本
県
の
高
校
で
英
語
を
教
え
て
い
る
な
ど
、
大
学

関
係
者
の
み
な
ら
ず
現
地
の
議
員
や
大
使
館
か
ら
も
日
本
と
の

友
好
関
係
に
大
き
く
貢
献
す
る
事
業
で
あ
る
と
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。

（
２
）
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
延
期
】

　

毎
年
10
月
頃
に
公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。
太
平
洋
の
記
者
２
名
程

令和二年度 事業報告書・決算報告 
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広
報
を
行
っ
て
も
ら
う
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

蔓
延
に
よ
り
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
年
度
は
、

記
者
２
名
を
招
聘
し
て
、
環
境
・
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
施
設
の
視
察
を
行
う
。
本
件
招
待
計
画
に
つ
い
て
は
、

諸
外
国
の
記
者
招
待
に
知
見
の
あ
る
日
本
フ
ォ
ー
リ
ン
・

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
。
実
施
時
期

は
２
０
２
２
年
４
月
を
予
定
。
カ
リ
ブ
記
者
招
待
計
画

（
※
）
と
同
時
に
実
施
す
る
。

（
３
）
太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
継
続
】

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
実
施
が
で

き
な
か
っ
た
。
太
平
洋
島
嶼
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
我
が
国
に

招
待
し
て
、
我
が
国
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
の
会

談
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
観
光
に
関

連
す
る
視
察
を
通
じ
て
、
我
が
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
。
本
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
延
期
に
な
っ
た
太
平
洋

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
数
名
招
待
予
定
。
実
施
と
被
招
聘
者

に
つ
い
て
は
国
際
的
な
往
来
の
再
開
状
況
を
見
つ
つ
、
判

断
し
て
い
く
。

（
４
）
太
平
洋
青
年
研
修
【
継
続
・
繰
越
】

　

太
平
洋
諸
国
の
将
来
を
担
う
可
能
性
の
あ
る
若
手
実
務

者
を
我
が
国
に
招
待
し
、
地
方
自
治
体
を
中
心
に
研
修
を

行
う
。
本
年
は
サ
モ
ア
独
立
国
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
か

ら
の
招
待
を
予
定
し
て
い
る
。

　

サ
モ
ア
独
立
国
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
度
に
海
士
町

職
員
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
職
員
が
訪
問
し
事
前
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
海
士
町
に

お
い
て
研
修
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

世
界
的
な
蔓
延
の
影
響
で
昨
年
度
は
実
施
で
き
な
か
っ

た
。
サ
モ
ア
の
若
手
研
修
を
予
定
し
て
い
る
島
根
県
海
士

町
は
島
根
県
沖
に
浮
か
ぶ
人
口
約
２
，
４
０
０
人
の
離
島

で
あ
る
が
、
積
極
的
に
働
き
手
の
誘
致
や
「
教
育
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
島
外
高
校
生
の
誘
致
を
行
っ
て

お
り
、
島
全
体
で
町
お
こ
し
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
研
修
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
・
教

育
・
環
境
・
観
光
分
野
等
に
お
け
る
実
践
的
か
つ
分
野
横

断
的
な
能
力
を
養
成
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
に
つ
い
て
は
、
現
地
環
境
団
体
職

員
等
と
候
補
者
に
つ
い
て
協
議
中
で
あ
る
が
、
カ
リ
ブ
青

年
研
修
（
※
）
と
の
合
同
で
、
鹿
児
島
県
大
崎
町
で
の
ご

み
分
別
処
理
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
参
加
者
を
日
本
に
招
待
す
る
際
に
発
生
す

る
経
費
及
び
研
修
地
で
あ
る
自
治
体
へ
の
渡
航
費
や
現
地

で
の
滞
在
費
・
研
修
費
を
負
担
す
る
。
研
修
の
企
画
運
営

は
海
士
町
に
依
頼
し
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
料
を
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が

負
担
す
る
予
定
。

（
５
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業　

大
学
院
生

支
援
【
継
続
】

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業
の
中
で
、
２
０
１
７
年
に
は
、

長
期
的
に
環
境
に
携
わ
る
人
材
育
成
も
意
義
あ
る
支
援
で

あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
上
智
大
学
と
協
議
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
で
受
け
入
れ
可
能
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ-

Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ

か
ら
推
薦
が
あ
っ
た
者
に
対
し
て
高
度
な
教
育
の
機
会
を

与
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
国

籍
・
市
民
権
を
有
し
、
環
境
の
分
野
に
関
心
の
あ
る
若
者

が
最
大
２
名
、
上
智
大
学
地
球
環
境
学
研
究
科
の
あ
ん
・

ま
く
ど
な
る
ど
教
授
の
指
導
の
下
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
１
７
年
９
月
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
と
ヤ
ッ
プ
州
よ
り
２
名
が
初
め
て
入
学

し
、
２
０
１
９
年
に
卒
業
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
制
度
を

確
実
な
も
の
に
し
、
継
続
的
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
将

来
を
担
う
人
物
を
育
成
す
る
た
め
、
２
０
１
８
年
３
月
22

日
に
上
智
大
学
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
間
で
基
本
協
定

が
締
結
さ
れ
、
同
年
９
月
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
マ

ジ
ュ
ロ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
コ
ス
ラ
エ
州
よ
り
２
名
、

２
０
１
９
年
９
月
に
は
パ
ラ
オ
共
和
国
コ
ロ
ー
ル
州
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
よ
り
２
名
が
入
学
、

２
０
２
０
年
９
月
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ヤ
ッ
プ
州
と

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
か
ら
入
学
、
２
０
２
１
年
９
月

も
２
名
を
予
定
。
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
、
皆
優
秀
な
成

績
を
収
め
て
い
る
。

（
６
）
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
保
存
支
援
事
業
【
継
続
】

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
ポ
ン
ペ
イ
州
の
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
に
つ
い
て
、
ナ
ン

マ
ト
ル
遺
跡
の
第
一
人
者
で
あ
る
片
岡
修
上
智
大
学
客
員

教
授
等
の
協
力
を
得
て
遺
産
保
存
を
支
援
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
平
成
30
年
度
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
政
府
公

文
書
・
文
化
歴
史
保
存
局
の
文
化
財
担
当
官A

ugustin 
Kohler

氏
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
あ
る
上
智
大
学
ア
ジ
ア
人
材

養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
て
も
ら
い
（
片
岡
教
授
が

同
行
）
、
世
界
遺
産
の
保
存
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
、

一
昨
年
度
は
片
岡
教
授
に
会
報
誌
で
執
筆
し
て
頂
い
た
ナ

ン
マ
ト
ル
遺
跡
に
関
す
る
記
事
を
ま
と
め
て
日
本
語
と
英

語
の
冊
子
を
作
成
す
る
な
ど
し
た
。

　

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
５
月
に
始
ま
っ

た
、
日
本
政
府
が
草
の
根
無
償
で
支
援
予
定
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
２
０
２
１
年
末
ま
で
に
完
成
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
工
事
の
進
捗
具
合
を
見
つ
つ
、
案
内
板
の

製
作
お
よ
び
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
・
印
刷
を
支
援
す
る
予

定
。

（
７
）
次
年
度
以
降
の
案
件
調
査
費
・
予
備
費

　

次
年
度
以
降
の
事
業
の
発
掘
や
検
討
の
た
め
の
調
査
費

用
（
予
備
費
）
お
よ
び
予
備
費

２
．
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業

　

カ
リ
ブ
諸
国
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
友
好
関
係
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
「
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
基

金
」
を
活
用
し
て
、
カ
リ
ブ
諸
国
の
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

及
び
観
光
の
分
野
に
お
け
る
開
発
協
力
事
業
と
し
て
、
外

務
省
中
南
米
局
カ
リ
ブ
室
、
カ
リ
ブ
共
同
体
（
カ
リ
コ

ム
）
事
務
局
等
と
も
協
議
の
上
、
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
。

（
１
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
【
継

続
】

　

西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
の
各
校
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
モ
ナ

校
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
の
セ
ン
ト
・
オ
ー

ガ
ス
テ
ィ
ン
校
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
）
の
大

学
生
計
４
名
を
我
が
国
に
招
待
し
て
、
上
智
大
学
に
お
い

て
日
本
に
つ
い
て
の
基
礎
講
義
を
受
講
さ
せ
る
と
と
も

に
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
関
連
施
設
の
視
察
の
機

会
を
与
え
る
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ

り
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
共
和
国
の
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
の
学
生
を
対

象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
を
支
援
し
た
。
今
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
に
よ
り
渡
航
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
実
施
時
期
は
２
０
２
２
年
６
月
を
予
定
。
太
平
洋

諸
島
大
学
生
招
待
計
画
と
同
時
に
実
施
す
る 

（
前
述
）
。 

（
２
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
継
続
】

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
実
施
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
本
年
度
は
、
昨
年
の
候
補
者
で
あ
っ
た

ジ
ャ
マ
イ
カ
と
バ
ル
バ
ド
ス
（
選
考
中
）
か
ら
２
名
を
招

待
す
る
予
定
で
、
環
境
・
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設

の
視
察
を
行
い
、
我
が
国
の
環
境
保
護
、
防
災
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
我
が
国
の
現
状

に
つ
い
て
の
広
報
を
行
う
。
外
務
省
及
び
日
本
フ
ォ
ー
リ

ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
実
施
時
期
は
２
０
２
２
年
４
月
を
予
定
。
太
平
洋

記
者
招
待
計
画
と
同
時
に
実
施
す
る
（
前
述
）
。

（
３
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
継
続
】

　

平
成
28
年
度
に
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト

バ
ゴ
共
和
国
、
バ
ル
バ
ド
ス
及
び
カ
リ
コ
ム
事
務
局
の
若

手
リ
ー
ダ
ー
を
、
平
成
29
年
度
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
教
育
大

臣
を
招
待
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、
外
務
省
・
大
使
館
と

調
整
を
図
っ
た
が
訪
日
時
期
の
調
整
が
で
き
ず
に
、
外
務

省
が
招
聘
し
た
ゴ
ン
ザ
ル
ベ
ス
・
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
及

び
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
諸
島
首
相
の
歓
迎
夕
食
会
の
開
催
に

と
ど
ま
っ
た
。
令
和
元
年
度
は
、
カ
リ
コ
ム
海
上
保
安
関

係
者
（
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
、
バ
ル
バ
ド

ス
）
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
キ
ン
グ
・
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
（
同
行

１
名
）
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
デ
イ
ビ
ス
外
務
・
貿
易
省
二
国

間
関
係
局
次
長
の
３
組
６
名
を
招
待
で
き
た
が
、
昨
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
、
実
施
で
き
な

か
っ
た
。
今
年
度
も
、
感
染
状
況
と
入
国
制
限
状
況
を
見

つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
４
）
次
年
度
以
降
の
案
件
調
査
費
・
予
備
費

　

次
年
度
以
降
の
事
業
の
発
掘
や
検
討
の
た
め
の
調
査
費

用
お
よ
び
予
備
費

３
．
国
際
協
力
に
関
す
る
講
演
事
業

（
１
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
【
継
続
】

　

本
件
早
朝
講
演
会
は
、
外
務
省
幹
部
、
在
外
大
使
に
よ

る
時
局
の
日
本
の
外
交
課
題
や
激
動
す
る
国
際
情
勢
な
ど

に
つ
い
て
質
の
高
い
内
容
の
話
題
を
提
供
す
る
講
演
会
と

し
て
、
参
加
者
か
ら
評
価
が
高
い
。
本
件
講
演
会
は
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
が
諸
活
動
を
展
開
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ

り
、
今
後
と
も
会
員
の
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
毎
月
１
回

（
８
月
を
除
く
）
企
画
し
て
行
く
。
講
演
会
は
入
館
時
の

検
温
、
手
指
消
毒
、
飲
食
時
を
除
き
マ
ス
ク
着
用
、
三
密

回
避
と
身
体
的
距
離
を
取
っ
た
着
席
と
し
、
講
師
席
に
は

飛
沫
感
染
防
止
の
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
感
染

防
止
の
た
め
の
万
全
の
措
置
を
講
じ
な
が
ら
開
催
し
て
い

る
。

（
２
）
国
際
協
力
懇
話
会
【
継
続
】

　

同
様
の
外
交
課
題
・
国
際
情
勢
等
を
テ
ー
マ
に
小
規
模

の
懇
話
会
（
東
京
、
及
び
、
地
方
） 

を
実
施
す
る
。

４
．
留
学
生
奨
学
金
事
業
【
継
続
】

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
）

に
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
み
な
ら
ず
、
パ
ラ
オ
共
和

国
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
最
優
秀
の
生
徒
が
入
学

す
る
。
卒
業
生
に
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
モ
リ
元
大
統

領
を
始
め
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し

て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上
智
大
学
と
協
力
し
て
開
始
し
た

本
「
留
学
生
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
３
カ
国
の
首
脳
の
間

で
極
め
て
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

上
智
大
学
・
ザ
ビ
エ
ル
高
校
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
間
で
締
結
し

た
留
学
生
協
定
に
基
づ
き
、
２
０
１
４
年
９
月
か
ら
１

名
、
２
０
１
５
年
９
月
に
１
名
、
２
０
１
６
年
９
月
に
１

名
が
入
学
し
た
。
２
０
１
７
年
度
に
は
従
来
の
協
定
に
変

更
を
加
え
、
１
年
間
に
最
大
２
名
が
留
学
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
７
年
９
月
か
ら
２
名
、

２
０
１
８
年
９
月
に
２
名
が
入
学
し
た
他
、
２
０
１
４
年

に
入
学
し
た
１
名
が
卒
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
制
度
の

初
め
て
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
。
２
０
１
９
年
９
月
に
は

パ
ラ
オ
共
和
国
か
ら
１
名
が
入
学
後
、
諸
般
の
事
情
で
す

ぐ
休
学
し
、
２
０
２
０
年
４
月
復
学
。
２
０
２
０
年
の
９

月
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
と
パ
ラ
オ
共
和

国
の
コ
ロ
ー
ル
州
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
が
入
学
。
以
上
３

名
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
入
国
で
き
ず
、
現
地

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
中
。
２
０
２
１
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
ザ
ビ
エ
ル
高
校
も
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
た
め
、
応
募
が
な
く
新
規
入
学
者
は
い
な
い
。

　

ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
は
、
日
本
で
の
留
学
中
に
上
智
大
学

で
勉
強
に
励
む
と
同
時
に
、
広
島
で
の
上
智
大
学
ソ
フ
ィ

ア
会
の
年
次
大
会
や
佐
原
大
祭
（
千
葉
県
香
取
市
佐
原
）

に
参
加
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
を
訪
問
し
、
日
本
の
歴

史
・
文
化
・
社
会
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
る
な
ど
課
外

活
動
も
経
験
し
て
い
る
。
本
年
度
も
、
支
援
を
し
て
い
く

予
定
。
今
後
募
金
活
動
を
積
極
化
す
る
と
と
も
に
、
留
学

生
に
対
す
る
生
活
費
等
の
支
給
を
含
め
留
学
が
充
実
す
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
旅
費
、
生
活
費
を
負
担
、
上
智
大

学
は
学
費
、
寮
費
を
負
担
。
）

（非公式） 収収支支予予算算書書（（簡簡略略版版））
令令和和33年年77月月11日日かからら令令和和44年年66月月3300日日ままでで

2021/10/7

（単位：円）

令和2年度予算 令和3年度予算 令和2年度予算 令和3年度予算

１１．．収収入入 7777,,555533,,000000 7744,,555533,,000000 １１．．事事業業活活動動支支出出 111100,,668800,,550000 6677,,771133,,000000

　　　a. 基本財産運用収入 3,000 3,000 　　　ａ．太平洋島嶼国開発協力事業 40,600,000 17,400,000

　　　b．特定資産運用収入 48,000,000 48,000,000 　　　ｂ．日・カリブ友好協力事業 26,500,000 11,100,000

　　　  （太平洋基金・カリブ基金） 　　　ｃ．早朝講演会事業 9,700,000 7,000,000

　　　ｃ．維持会員会費 20,000,000 17,000,000 　　　d．留学生奨学金事業 4,000,000 4,900,000

　　　d．受取寄付金 1,500,000 1,500,000 　　　e．事業間接費 29,880,500 27,313,000

　　　e．雑収入 8,050,000 8,050,000

２２．．管管理理費費支支出出 2211,,773399,,550000 1199,,113377,,000000

　　　ａ．役員報酬・給与手当 9,855,000 9,160,000

　　　ｂ．その他の管理費 11,884,500 9,977,000

      当当期期収収入入合合計計 7777,,555533,,000000 7744,,555533,,000000       当当期期支支出出合合計計 113322,,442200,,000000 8866,,885500,,000000

      前前期期繰繰越越額額 441133,,000000,,000000 339988,,000000,,000000       次次期期繰繰越越額額 335588,,113333,,000000 338855,,770033,,000000

　　　　合合計計 449900,,555533,,000000 447722,,555533,,000000       合合計計 449900,,555533,,000000 447722,,555533,,000000

収入の部 支出の部

取扱注意

　

２
０
２
１
年
６
月
24
日
に
実
施
さ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
、
令
和
三
年
度
（
２
０
２
１

年
７
月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年
６
月
30
日
ま

で
）
の
【
事
業
計
画
書
】
及
び
【
収
支
予
算
】

が
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
本
誌
で
は
簡
略
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

１
．
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
事
業

　

太
平
洋
島
嶼
国
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
友
好
関
係

の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
「
太
平
洋
島
嶼
国
開
発

協
力
基
金
」
を
活
用
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
観
光
の
分
野
に
お
け
る
開
発
協
力
事
業
と
し

て
、
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
大
洋
州
課
と
協
議
も
行

い
、
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

（
１
）
太
平
洋
諸
国
・
大
学
生
招
待
計
画
【
継
続
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
大
学
生
を
我
が
国
に
招
待
し
て
、
短

期
間
の
研
修
を
行
う
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

蔓
延
に
よ
り
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
年
度
は
南
太

平
洋
大
学
（
フ
ィ
ジ
ー
）
の
大
学
生
計
２
名
が
上
智
大
学

の
夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
日
本
に
つ
い
て
の
基
礎

講
義
を
受
講
す
る
と
と
も
に
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
関
連
施
設
の
視
察
を
行
う
。
実
施
時
期
は
２
０
２
２
年

６
月
を
予
定
。
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画

（
※
）
と
同
時
に
実
施
す
る
。

（
２
）
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画 (A

P
IC 

Journalism
 Fellow

ship Program
)

【
継
続
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
有
力
記
者
を
招
待
し
て
、
我
が
国

の
環
境
保
護
・
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
も
っ
て
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の

令和三年度 事業計画書・収支予算

令
和
三
年
度

事
業
計
画
書

（
簡
略
版
）

令
和
三
年
度

収
支
予
算

（
簡
略
版
）
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